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一人ひとりの
“ しあわせ ” を目指して

美浜町では、平成22年度（2010年度）に第5次美浜町長期総合計画を策定し、「もっ
と住みよいまちへ」・「もっとやさしいまちへ」・「もっとゆとりのまちへ」・「もっと身
近なまちへ」を基本理念として掲げ、将来像である『緑と絆で築くまち　美浜』の実
現に向け、各種施策を展開してまいりました。
今回、これまでの取り組みの成果を踏まえながら、次の10年に向け、さらなるステッ
プアップの指針として「第6次美浜町長期総合計画」を策定いたしました。

この新たな計画では、『海と緑に彩られた　強く優しく美しいまち　美浜町』を
目指すべき将来像といたしました。町民一人ひとりが思い描く “しあわせ ”は様々で
あり、そのような個々の想いを尊重しないまま、行政が一方的にまちづくりを進めて
も意味がありません。町民の皆さまの多様性を大事にしながら、町民と行政が一緒に
なってまちづくりを進めなければなりません。これが、将来像に込めた想いです。本
町の強みである豊富な地域資源を生かしながら、暮らしの豊かさ、しあわせを実感で
きるまちづくりに取り組みます。
安心・安全な暮らしの確保、人口減少への対応、地場産業の振興、交流・関係人口
の拡大、観光の振興、暮らしの利便性・快適性の向上、行財政の健全化など、取り組
むべき課題は数多く、どれをとっても簡単に片付くようなものではありません。これ
ら課題の解決には、町民と行政が同じ方向を向いて、ともに取り組んでいくことが大
切です。この長期総合計画は、町民と行政がともに未来へ漕ぎ進んでいくための指針
と考えています。
末筆ながら、計画の策定にあたり、町民アンケート調査等を通じて貴重なご意見を
いただいた町民の皆さま、長期総合計画策定住民懇談会で貴重なご意見をいただいた
委員の皆さまに心から感謝申し上げます。

令和3年3月

� 美浜町長　籔内　美和子



海と緑に彩られた
強く優しく美しいまち　美浜町

目標１ 安心・安全で美しい 生活環境のまち

目標２ 人に優しい 健康・福祉のまち

目標３ 発展を支える生活基盤が整ったまち

目標４ 人を育む 教育・文化のまち

目標５ 足腰の強い地域産業のまち

目標６ ともに生き、ともにつくるまち

将来像

分野
目標



【町章】

【町の花】 ひまわり

【町の木】 松

美浜町民憲章

1．光る海　青い空　松のみどり　私たちは美浜の自然を守ります。
1．汗と希望　たゆまぬ努力　私たちは日々の仕事にはげみます。
1．笑顔と健康　ふれあう心　私たちは住みよい町をつくります。
1．歴史と伝統　新たな歩み　私たちはふるさとの文化を高めます。
1．愛とはげまし　育てる心　私たちは美浜の明日を信じます。

昭和59年（1984年）10月1日制定
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1第 章 「みはまみらい2030」とは

1 計画策定の目的
「長期総合計画」とは、10年先を見据え、将来どのようなまちにしていくのか、そ
のために誰がどのようなことをしていくのかをまとめたものであり、自治体がつくる
計画の中で、最も上に位置する「最上位計画」です。
本町ではこれまで、第5次美浜町長期総合計画（平成23年度（2011年度）～令和2
年度（2020年度））に基づき、将来ビジョンとして掲げた『緑と絆で築くまち　美浜』
の実現に向け、様々な取り組みを積極的に推進してきました。
しかし、近年、少子高齢化・人口減少の進行による人口構造の変化、大規模災害の
発生に伴う安心・安全に対する意識の高まり、AI※1などに代表される技術革新の進展
をはじめ、社会環境は大きく変化し、様々な分野において大きな転換期を迎えています。
また、町内では、急速に進む人口減少への対応が大きな課題となっているほか、町
民の意識は、安心・安全に暮らせる環境づくりや保健・福祉体制の充実、美しい自然
環境の継承を重視する傾向が強まっています。
こうした社会環境の変化や町の課題に的確に対応しながら、将来にわたって持続可
能な美浜町をつくっていくためには、町職員はもとより、すべての町民にわかりやすく、
また参画が得られやすい新たなまちづくりの計画を持つ必要があります。
このため、現行計画を継承・発展させるとともに、新たな視点と発想を加え、ここ
に「第6次美浜町長期総合計画」を策定します。

※1 Artificial� Intelligenceの略。人工知能。
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2 計画の役割と構成等

（1）計画の愛称

本計画が多くの町民に親しまれ、町民と行政が知恵と力を合わせ、魅力と活力あふ
れる未来の美浜町をつくっていくという想いを込め、計画の愛称を、「みはまみらい
2030」と定めます。

（2）計画の役割

本計画は、以下のような役割を持つ計画として策定しました。

美浜町民にとっては

まちづくりの共通目標
今後のまちづくりの方向や取り組みを行政と共有し、それぞれの個性と
能力を一層発揮しながら、様々な分野に積極的に参画・協働していくた
めの共通目標となるものです。

美浜町行政においては

新たな時代の行財政運営の指針
令和の時代の幕開けにふさわしい魅力と活力あふれる美浜町をつくり上げ、
将来にわたって持続させていくための総合的な行財政運営の指針となる
ものです。

国・和歌山県・周辺自治体に対しては

美浜町の主張・情報発信
今後のまちづくりに必要な施策や事業を主体的に要請していくための美
浜町の主張を示すものであるとともに、全国に向けて美浜町を情報発信
していくものです。
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（3）計画の構成と期間

本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」で構成しています。それぞれの構
成と期間は、以下のとおりです。

本町の特性や課題を踏まえ、10年後に目指す将来像と、その実現に向けた分野ごと
の目標や方針等を示したものです。
計画期間は、令和３年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）までの10年
間とします。

基本構想に基づき、今後推進する主要な施策や具体的な数値目標等を示したもので、
前期・後期にわけて策定します。
計画期間は、前期基本計画が令和３年度（2021年度）から令和７年度（2025年度）
までの5年間、後期基本計画が令和８年度（2026年度）から令和12年度（2030年度）
までの5年間とします。

基本計画に基づき、具体的に実施する事業の内容や財源、実施年度等を示したもので、
別途策定するものとします。
計画期間は、向こう3年間とし、毎年度見直しを行います。

基本構想

基本計画

実施計画

10 年間

5年間 5年間

3年間

基本構想

基本計画

実施計画

（2021）
令和 年度3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（2030）
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（4）計画の特色

本計画は、近年の地方自治の動向や本町をめぐる環境の変化を踏まえ、以下のよう
な特色を持つ計画として策定しました。

町民のまちづくりの共通目標として、計画への町民の声の反映を重視するとともに、
町民目線に立った、シンプルでわかりやすい計画として策定しました。

本町ならではの「強み」を生かした、個性的で魅力あふれるまちづくりを進めるため、
本町の特性・資源を再発見・再認識し、それを最大限に生かす計画として策定しました。

新たな時代の行財政運営の指針として、行財政改革と密接に連動する視点に立った、
一層効率的な行財政運営が行える計画として、また、数値目標の設定等により、
PDCAサイクルの運用が容易に行える計画として策定したものです。

町民目線に立った、シンプルでわかりやすい計画

本町ならではの「強み」を生かす計画

行財政運営の効率化と、検証・改善が行える計画

PDCA
サイクル

Plan
【計画】

Action
【改善】

Do
【実行】

Check
【検証】
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2第 章 美浜町の概況

1 位置と地勢等

（1）位置と地勢

本町は、和歌山県のほぼ中央部、日高川河口右岸から海岸線に沿って展開する町で、
北は日高町、東は御坊市に接しているほか、南は太平洋、西は紀伊水道に面しています。
町域の約85％を標高100m以下の地域が占める、平地部の割合が高い町で、東西に
細長い形をしており、東西約9km、南北約2.5km、総面積は12.77km2となっています。

美浜町の位置と概要

 日高町 御坊市御坊市

美浜町役場美浜町役場

美浜町美浜町

太平洋日ノ岬日ノ岬

アメリカ村アメリカ村

西山ピクニック緑地西山ピクニック緑地

煙樹ヶ浜煙樹ヶ浜

和歌山県

美浜町

日高町日高町

御坊市御坊市
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（2）町の歩み

本町における人々の営みは、田井遺跡で出土した土器片などから、縄文時代後期に
始まるといわれています。また、弥生期の遺跡や古墳時代の入山、和田、本ノ脇など
の遺跡が知られています。
「風早の　三穂の浦みを　漕ぐ舟の　船人さわく　波立つらしも」と万葉集にも詠ま
れているように、奈良時代から風光明媚な場所として知られてきました。
明治22年（1889年）に町村制が公布され、三尾浦は三尾村、和田浦・入山村は和
田村、吉原浦・田井村・浜ノ瀬浦は松原村となりました。
その後、昭和28年（1953年）の町村合併促進法の施行により、昭和29年（1954年）
10月1日に三尾・和田・松原の三村が合併して「美浜町」が誕生し、現在に至っており、
令和６年（2024年）には町政70周年を迎えます。
なお、本町の名称「美浜町」は、当時の公募により「美しい浜のある町」として名
づけられたものです。
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2 人口の推移

（1）総人口と年齢別人口

平成27年（2015年）の国勢調査によると、本町の総人口は7,480人で、平成22年
（2010年）の8,077人から597人の減少がみられ、減少率は7.4％となっています。
和歌山県の30自治体（9市20町1村）のうち、この5年間で人口が増加したのは3自
治体（日高町、上富田町、岩出市）のみで、減少したのは27自治体ですが、本町は、
減少率が高い方から11番目となっています。
また、日高地方の7自治体（1市6町）でみると、日高町以外のすべての自治体の人
口が減少していますが、減少率が高い方から由良町（10.3％）、美浜町（7.4％）、日
高川町（7.0％）、印南町（6.3％）、みなべ町（5.4％）、御坊市（5.0％）の順で、本
町は2番目となっています。
年齢3区分別にみると、15歳未満の年少人口は822人（11.0％）、15歳から64歳ま
での生産年齢人口は4,150人（55.6％）、65歳以上の老年人口は2,495人（33.4％）
となっています。
全国及び和歌山県と比較してみると、年少人口比率（11.0％）は全国平均（12.6％）
や和歌山県平均（12.1％）を下回り、老年人口比率（33.4％）は全国平均（26.6％）
や和歌山県平均（30.9％）を上回り、少子高齢化、特に高齢化が進んでいることがわ
かります。
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総人口と年齢別人口

■年齢3区分別人口比率の全国・和歌山県との比較（平成27年）� （単位：％）

区分
項目 全国 和歌山県 美浜町

年少人口 12.6 12.1 11.0

生産年齢人口 60.7 57.0 55.6

老年人口 26.6 30.9 33.4

注）年齢不詳を除く。� 資料：国勢調査

■総人口・年齢3区分別人口� （単位：人、％）

年
項目 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

総人口 8,802 8,462 8,077 7,480

年少人口
（15歳未満）

1,282
（14.6）

1,132
（13.4）

1,010
（12.5）

822
（11.0）

生産年齢人口
（15～64歳）

5,362
（60.9）

5,044
（59.6）

4,629
（57.3）

4,150
（55.6）

老年人口
（65歳以上）

2,158
（24.5）

2,286
（27.0）

2,434
（30.1）

2,495
（33.4）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

■ 年少人口
 （15歳未満） 

■ 生産年齢人口
 （15～64歳） 

■ 老年人口
 （65歳以上）　      

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

2,158

5,362

2,286

5,044

2,434

4,629

2,495

1,282 1,132 1,010
822

8,8028,802 8,4628,462 8,0778,077
7,4807,480

4,150

（人）

注）総人口には、平成22年に4人、平成27年に13人の年齢不詳を含む。� 資料：国勢調査
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（2）就業者総数と産業別就業者数

平成27年（2015年）の国勢調査によると、本町の就業者総数は3,310人で、平成
22年（2010年）の3,454人から144人の減少がみられ、減少率は4.2％となっていま
す。
産業3部門別にみると、農業、林業、漁業などの第1次産業は233人（7.1％）、建設
業、製造業などの第2次産業は681人（20.8％）、これら以外の第3次産業は2,362人
（72.1％）となっています。
全国及び和歌山県と比較してみると、第1次産業の構成比率（7.1％）は全国平均

（4.0％）を上回るものの和歌山県平均（9.0％）を下回り、第2次産業の構成比率
（20.8％）は全国平均（25.0％）や和歌山県平均（22.3％）を下回り、第3次産業の
構成比率（72.1％）は全国平均（71.0％）や和歌山県平均（68.7％）を上回り、第3
次産業の構成比率が高いことが特徴となっています。
なお、平成12年（2000年）から平成27年（2015年）の間における産業3部門別
の就業者数の推移をみると、3部門ともに減少していますが、第1次産業は139人の減
少で減少率は37.4％、第2次産業は258人の減少で減少率は27.5％、第3次産業は
145人の減少で減少率は5.8％となっており、第3次産業に比べて第1次・第2次産業の
減少率が大幅に高く、農業・漁業や建設業・製造業の就業者の減少が特に進んでいる
ことがわかります。
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就業者総数と産業別就業者数

■産業３部門別就業者数比率の全国・和歌山県との比較（平成27年）� （単位：％）
区分

項目 全国 和歌山県 美浜町

第１次産業 �4.0 �9.0 �7.1

第２次産業 25.0 22.3 20.8

第３次産業 71.0 68.7 72.1

注）分類不能を除く。� 資料：国勢調査

■就業者総数・産業３部門別就業者数� （単位：人、％）

年
項目 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

就業者総数 3,820 3,649 3,454 3,310

第１次産業 372
（9.7）

307
（8.4）

255
（7.4）

233
（7.1）

第２次産業 939
（24.6）

762
（20.9）

690
（20.1）

681
（20.8）

第３次産業 2,507
（65.6）

2,580
（70.7）

2,486
（72.5）

2,362
（72.1）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

■ 第１次産業 

■ 第２次産業 

■ 第３次産業      

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

2,507

939

2,580

762

2,486

690

2,362

3,8203,820 3,6493,649
3,4543,454 3,3103,310

681

（人）

372 307
255 233

注）就業者総数には、平成12年に２人、平成22年に23人、平成27年に34人の分類不能を含む。� 資料：国勢調査
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3第 章 新たなまちづくりに向けて

1 生かすべき特性・資源
新たなまちづくりに向けて、まず、本町の生かすべき代表的な特性・資源を整理すると、
以下のとおりです。

   １ 和歌山県で2番目に小さい面積　 

本町は、総面積が12.77km2で、和歌山県の30
自治体のうち、太地町（5.81km2）に次いで2番
目に小さいコンパクトな町です。
規模の大きな自治体に比べ、町内の移動が短時

間で行えるほか、町民と行政との距離が近く、町
民一人ひとりのニーズへのきめ細かな対応や町民
パワーの結集、効率的な行財政運営、そして町一
体となった特色あるまちづくりが行いやすい町と
いえます。

   2 海と松林に代表される美しく豊かな自然環境　 

本町は、南は太平洋、西は紀伊水道に面し、風
光明媚な海岸線を有するとともに、北部を中心に
日高平野を形成する豊かな田園空間等が広がり、
海と緑に包まれた美しく豊かな自然環境・景観を
誇ります。
特に、太平洋に面する「煙樹ヶ浜」には、その

名の由来ともなった延長約4.5km、最大幅約
500mにも及ぶ松林が広がり、煙樹海岸県立自然
公園の中心を形成するとともに、本町のシンボルとして町内外の人々に親しまれています。
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   3 おおらかで “ 世話焼き ” が多い町民性　 

美しく豊かな自然や顔見知りの多い土地柄など
によって古くから培われてきた町民のおおらかさ
や近所づきあいの活発さ、“世話焼き ”の精神は、
未来に引き継ぐべき本町の優れた特性・資源の一
つです。
また、こうした町民性を背景に、各地区におけ

る自治会活動や自主防災活動をはじめ、様々な分
野で町民の自主的な活動や、町民と行政との協働
による活動が展開されています。

   4 御坊市や高速交通網に近い恵まれた立地条件　 

本町は、和歌山県中部の中核都市である御坊市
に隣接し、御坊市の中心部までわずか約2km、車
で約5分、JR御坊駅まで約4km、車で約10分の
距離にあります。
また、整備が進む近畿自動車道紀勢線や、和歌

山県南部の空の玄関である南紀白浜空港などの高
速交通網へのアクセスもよく、恵まれた立地条件
にあります。
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   5 独特の地場産品と観光・交流資源　 

本町では、主要な地場産業として、農業と水産
業が営まれており、松葉堆肥で育てた「松野菜（松
とまと、松きゅうり、松いちご）」、荒波にもまれ
て身の引き締まったイセエビやアワビなど、本町
ならではの地場産品を生み出しています。
また、煙樹ヶ浜の松林やこれらの地場産品のほ

かにも、煙樹海岸キャンプ場や吉原公園、西山ピ
クニック緑地、さらには、地方創生事業としてカ
ナダミュージアムやレストラン、ゲストハウスが近年オープンした「アメリカ村」など、独特
の観光・交流資源があります。

   6 充実した子育て環境と保健・福祉環境　 

本町では、幼保連携型認定こども園「ひまわり
こども園」における多様なニーズに即した保育サー
ビス・子育て支援サービスの提供をはじめ、高校
生までの医療費の無料化や赤ちゃん誕生祝金及び
子育て応援給付金の支給、子育て世代包括支援セ
ンターの開設による相談・支援体制の充実など、
子どもを生み育てやすい環境づくりに力を入れて
います。
また、保健・福祉面においても、社会福祉協議会等と連携し、町民一人ひとりの状況に応じ

たきめ細かな保健サービスや福祉・介護サービスを提供し、着実にその成果を上げており、健
康で安心して暮らせる町としての特性を持ちます。
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2 対応すべき時代の流れ
自治体を取り巻く環境は大きく変化しています。今後のまちづくりにおいて対応す
べき代表的な時代の流れは、以下のとおりです。

   １ 少子高齢・人口減少の時代　 

わが国では、少子化がさらに深刻化しつつあるとともに、高齢化率も世界一の水準で推移し
ています。また、少子化等に伴って人口も急速に減少し、人口減少対策が大きな課題となって
おり、全国各地で地方創生※2の動きが活発化しています。
本町においても、今後は、人口減少の抑制・地方創生に向けた施策をはじめ、人口構造の変

化に対応した取り組みを一層積極的に進めていくことが求められます。

   2 安心・安全の時代　 

地震や大雨などによる大規模な自然災害の発生、新型コロナウイルス感染症の世界的なまん延、
凶悪犯罪や特殊詐欺等による被害の発生、食の安心・安全をゆるがす問題の発生等を背景に、
安心・安全に対する人々の意識が一層高まってきています。
本町においても、今後は、南海トラフ巨大地震に備えた防災・減災体制の一層の強化をはじめ、

あらゆる分野で町民の安心・安全の確保に向けた取り組みを進めていくことが求められます。

   3 環境保全の時代　 

地球温暖化が一層深刻化し、世界的な問題となっているほか、国や地域においても様々な環
境問題が発生しています。このような中、地球規模で環境保全意識が一層高まり、持続可能な
社会の形成に向けたあらゆる主体の具体的な行動が求められています。
本町においても、今後は、自然環境の保全や廃棄物の資源化をはじめ、環境保全の時代に即

した取り組みを一層積極的に進めていくことが求められます。

※2 人口減少の歯止めや東京圏への人口集中の是正などにより、将来にわたって活力と魅力ある地方をつくり出すこと。
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   4 教育改革の時代　 

わが国では、これまでの「自立」・「協働」・「創造」の3つの方向性を実現するための生涯学
習社会の構築を目指すという理念を引き継ぎつつ、将来の社会の変化を見据えた教育政策のあ
り方を示した第3期教育振興基本計画を策定し、教育改革を進めつつあります。
本町においても、今後は、こうした動向を踏まえ、また本町ならではの教育資源を生かしな

がら、特色ある教育行政を進めていくことが求められます。

   5 地域産業再構築の時代　 

少子高齢化や人口減少に伴う担い手不足の深刻化、新型コロナウイルス感染症の発生等により、
地域産業は非常に厳しい状況にあり、第1次産業の低迷や商店街の衰退、企業の撤退等の状況
がみられ、これらに伴う雇用情勢の悪化や地域全体の活力低下が大きな問題となっています。
本町においても、今後は、こうした状況を十分に踏まえ、各産業の再構築を促す取り組みを

進めていくことが求められます。

   6 高度情報化・技術革新の時代　 

スマートフォンをはじめとする様々な情報通信機器の普及等により情報通信環境は向上し続
けているほか、ロボットやAI、IoT※3が生活に身近なものとなるなど、技術革新が急速に進展し、
Society�5.0※4といわれる新たな社会が到来しつつあります。
本町においても、今後は、これからのまちづくりに必要不可欠な社会基盤として、高度情報

化や技術革新に積極的に対応していくことが求められます。

※3 Internet�of�Thingsの略。様々な物体に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり相互に通信することにより、自動認識や自
動制御、遠隔計測などを行うこと。

※4 仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）。
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   7 地方の自立の時代　 

地方分権・地方創生も新たな段階に入り、これからの自治体には、地域の多様な人的資源を
生かしながら、自らの権限と財源によって独自の政策を展開していくことが一層強く求められ
ます。
本町においても、今後は、町民と行政との協働のまちづくり、町民や町民団体、民間企業等

の多様な主体がともに公共を担うまちづくりを進めるとともに、行財政改革による自治体運営
のさらなる効率化を進め、自主性・自立性を高めていくことが求められます。

   8 SDGs による国際協調の時代　 

平成27年（2015年）の国連サミットにおいて、SDGs（エス・ディ・ジーズ）※5が採択され、
世界各国が協調し、共通目標の達成に向けた取り組みが進められています。わが国においても、
SDGs推進本部を設置し、積極的に取り組んでいます。
本町においても、今後は、こうした動きを踏まえ、世界的な共通目標の達成も視野に入れな

がら、各種の行政活動に取り組んでいくことが求められます。

※5 Sustainable�Development�Goals（持続可能な開発目標）の略。国連加盟193か国が2016年から2030年の15年間で達成するた
めに掲げた目標で、17の大きな目標と、それらを達成するための具体的な169のターゲットで構成されている。
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3 反映すべき町民の声
本町では、本計画の策定にあたって、町民の声を反映するため、町民アンケート調
査や中学生アンケート調査、住民懇談会などを行いました。その中から、町民アンケー
ト調査の代表的な設問結果（町の取り組みに関する現在の満足度と今後の重要度）を
抜粋すると、以下のとおりです。
なお、町民アンケート調査は、令和元年（2019年）11月に、18歳以上の町民1,800
人（無作為抽出）を対象に実施したもので、有効回収数は525、有効回収率は29.2％
となっています。

① 町の取り組みに関する現在の満足度

町の取り組みに関する現在の満足度を探るため、現行計画を踏まえ、7つの分野目標、28の
施策項目、59の主な施策・事業を設定し、町民に評価してもらいました。
その結果、施策項目別の満足度（「満足・やや満足」と答えた人の割合。以下同様）は上記の

とおりとなっており、上・下水道や環境、健康などに関する施策項目の満足度が高く、産業や
行財政などに関する施策項目の満足度が低くなっています。
また、分野目標ごとにみると、生活基盤分野の満足度が最も高く、次いで自然環境分野、保健・

福祉分野などと続き、産業分野の満足度が最も低くなっています。

満足度が高い施策項目

第1位� 上水道整備
第2位	 下水道整備

第3位	 環境美化

第3位	 健康

第5位	 煙樹ヶ浜の松林

満足度が低い施策項目

第1位� 地域産業（農業・漁業）
第2位	 地域産業（商工・観光）

第3位	 行財政運営

第4位	 計画の進行管理

第5位	 住宅環境整備

分野目標ごとの満足度

第1位�『快適な定住環境の整備（生活基盤分野）』
第2位	 『美しい自然環境の継承（自然環境分野）』

第3位	 『誰もが安心して暮らせる保健・福祉体制の構築（保健・福祉分野）』

第4位	 『安心・安全に暮らせる環境の整備（安心・安全分野）』

第5位	 『人と地域が輝く教育・文化の充実（教育・文化分野）』

第6位	 『協働のまちづくり体制の構築（協働・行財政分野）』

第7位	 『つながりで支えあう産業振興（産業分野）』
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土地利用
上水道整備
下水道整備
道路網整備

住宅環境整備
地球環境
環境美化

煙樹ヶ浜の松林
町土の保全
消防・防災

交通安全・防犯・消費生活
健康

地域福祉
児童福祉

障害者福祉
高齢者福祉

学校教育の充実
青少年の健全育成
生涯学習の推進
文化の充実

地域産業（農業・漁業）
地域産業（商工・観光）

住民参加
交流の活性化

情報化社会への対応
行財政運営
広域行政

計画の進行管理

1 快適な定住環境の整備
 （生活基盤分野）

分野目標 施策項目
現在の満足度

２ 美しい自然環境の継承
 （自然環境分野）

３ 安心・安全に暮らせる
 環境の整備　
 （安心・安全分野）

４ 誰もが安心して暮らせる
 保健・福祉体制の構築　
 （保健・福祉分野）

５ 人と地域が輝く
 教育・文化の充実　
 （教育・文化分野）

６ つながりで支えあう
 産業振興（産業分野）

７ 協働のまちづくり体制の
 構築　
 （協働・行財政分野）

0 20 40 60 802040

0 20 40 60 802040

１ 快適な定住環境の整備（生活基盤分野）
２ 美しい自然環境の継承（自然環境分野）
３ 安心・安全に暮らせる環境の整備（安心・安全分野）
４ 誰もが安心して暮らせる保健・福祉体制の構築（保健・福祉分野）
５ 人と地域が輝く教育・文化の充実（教育・文化分野）
６ つながりで支えあう産業振興（産業分野）
７ 協働のまちづくり体制の構築（協働・行財政分野）

不満・やや不満 満足・やや満足

分野目標
現在の満足度

不満・やや不満 満足・やや満足

12.5

57.0 

49.2

25.9

9.2

24.5 

31.8

31.5

16.7 

20.0 

20.0

31.8 

20.0

20.8

13.6

18.5

16.8 

11.5

20.4

13.0 

6.8

7.4 

12.1

10.0 

11.6

8.9 

9.5 

9.0 9.0

10.2 

7.1 

15.4 

20.9 

18.9 

29.3 

30.7 

8.4 

16.0 

6.3 

8.0 

16.2 

7.9 

10.2 

7.3

9.9

8.9

5.6

9.7

18.1

14.0

5.6

6.4

7.0

6.3

11.1

7.3

8.5

6.2
7.1

8.2

19.6

20.7

10.0

5.6

8.1

7.8

17.3

9.0

2.9

14.0

町の取り組みに関する現在の満足度（施策項目別）

（単位：％）

町の取り組みに関する現在の満足度（分野目標別）

（単位：％）
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② 町の取り組みに関する今後の重要度

町の取り組みに関する今後の重要度を探るため、満足度の設問と同じ選択肢を設定し、町民
に評価してもらいました。
その結果、施策項目別の重要度は上記のとおりとなっており、安心・安全に関する施策項目

をはじめ、健康や生活基盤に関する施策項目の重要度が高くなっています。
また、分野目標ごとにみると、やはり安心・安全分野の重要度が最も高く、次いで保健・福

祉分野、自然環境分野、生活基盤分野、教育・文化分野、産業分野、協働・行財政分野の順となっ
ています。

重要度が高い施策項目

第1位� 消防・防災
第2位	 町土の保全

第3位	 健康

第4位	 下水道整備

第5位	 道路網整備

第5位	 交通安全・防犯・消費生活

第5位	 高齢者福祉

第8位	 環境美化

第9位	 上水道整備

第10位	 地球環境

分野目標ごとの重要度

第1位�『安心・安全に暮らせる環境の整備（安心・安全分野）』
第2位	 『誰もが安心して暮らせる保健・福祉体制の構築（保健・福祉分野）』

第3位	 『美しい自然環境の継承（自然環境分野）』

第4位	 『快適な定住環境の整備（生活基盤分野）』

第5位	 『人と地域が輝く教育・文化の充実（教育・文化分野）』

第6位	 『つながりで支えあう産業振興（産業分野）』

第7位	 『協働のまちづくり体制の構築（協働・行財政分野）』
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土地利用
上水道整備
下水道整備
道路網整備

住宅環境整備
地球環境
環境美化

煙樹ヶ浜の松林
町土の保全
消防・防災

交通安全・防犯・消費生活
健康

地域福祉
児童福祉

障害者福祉
高齢者福祉

学校教育の充実
青少年の健全育成
生涯学習の推進
文化の充実

地域産業（農業・漁業）
地域産業（商工・観光）

住民参加
交流の活性化

情報化社会への対応
行財政運営
広域行政

計画の進行管理

1 快適な定住環境の整備
 （生活基盤分野）

分野目標 施策項目
今後の重要度

２ 美しい自然環境の継承
 （自然環境分野）

３ 安心・安全に暮らせる
 環境の整備　
 （安心・安全分野）

４ 誰もが安心して暮らせる
 保健・福祉体制の構築　
 （保健・福祉分野）

５ 人と地域が輝く
 教育・文化の充実　
 （教育・文化分野）

６ つながりで支えあう
 産業振興（産業分野）

７ 協働のまちづくり体制の
 構築　
 （協働・行財政分野）
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１ 快適な定住環境の整備（生活基盤分野）
２ 美しい自然環境の継承（自然環境分野）
３ 安心・安全に暮らせる環境の整備（安心・安全分野）
４ 誰もが安心して暮らせる保健・福祉体制の構築（保健・福祉分野）
５ 人と地域が輝く教育・文化の充実（教育・文化分野）
６ つながりで支えあう産業振興（産業分野）
７ 協働のまちづくり体制の構築（協働・行財政分野）

（あまり）重要ではない 重要・やや重要

分野目標
今後の重要度

（あまり）重要ではない 重要・やや重要
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町の取り組みに関する今後の重要度（施策項目別）

（単位：％）

町の取り組みに関する今後の重要度（分野目標別）

（単位：％）
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4 まちづくりの課題
本町の人口の推移や特性・資源、時代の流れを勘案するとともに、町民の声の反映
を特に重視し、まちづくりの課題をまとめると、以下のとおりです。

（1）最重要課題

人口減少が急速に進み、和歌山県で11番目、日高地方で2番目に高い減少率となっ
ている中、本町の最重要課題は、「人口減少のスピードを緩め、将来にわたって活力あ
る美浜町を維持すること」です。
そのためには、住宅の確保に関する支援など定住・移住を直接的にサポートする取
り組みだけではなく、安心・安全・快適な生活環境づくりや人に優しい保健・福祉・
子育て環境の充実、将来を見据えた生活基盤の整備、特色ある教育・文化行政の推進、
地域に密着した産業の育成など、様々な分野における取り組みを一体的に進め、総合
的なレベルアップを図る必要があります。

人口減少の抑制による活力ある美浜町の維持
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（2）分野ごとの課題

   １ 安心・安全と環境保全を重視した生活環境の整備　 

安心・安全の時代、環境保全の時代を迎え、危機管理や環境保全に対する人々の関心がさら
に高まる中、安心・安全分野を重視する町民が特に多くなっているほか、自然環境分野を重視
する町民も多くなっています。
このため、南海トラフ巨大地震への備えをはじめとする危機管理体制の一層の強化、美しく

豊かな自然と共生する持続可能なまちづくりを進め、町民がずっと住みたくなる、訪れる人が
この町に住みたくなる生活環境づくりを進めていく必要があります。

   2 保健・福祉体制、子育て支援体制の一層の充実　 

少子高齢化が急速に進む中、保健・福祉分野を重視する町民が多くなっています。また、人
口減少に歯止めをかけるためには、生まれる子どもを増やすことが重要であり、子どもを生み
やすく育てやすい環境づくりが必要です。
このため、充実した保健・福祉環境、子育て環境を生かし、きめ細かな保健・福祉サービス

の提供や切れ目のない子育て支援施策を行い、町民が健康で長生きできるまちづくり、一人で
も多くの子どもが生まれるまちづくりを進めていく必要があります。

   3 町の持続的発展を支える生活基盤づくり　 

人々の定住・移住を促し、今後も本町が持続的に発展していくためには、町民の日常生活や
産業活動等を支える便利で安全な生活基盤の整備が必要であり、生活基盤分野を重視する町民
が多くなっています。
このため、恵まれた立地条件をさらに生かす視点に立ち、計画的な土地利用を推進しながら、

便利で安全な道路網の整備や情報化の一層の推進、定住基盤となる住宅の整備など、町の持続
的発展を支える生活基盤づくりを進めていく必要があります。
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   4 未来を担う人づくりに向けた教育・文化環境の充実　 

教育改革の時代を迎え、教育に対する人々の関心がさらに高まる中、学校教育に求められる
役割はますます大きなものとなってきています。また、町民が生きがいに満ちた充実した人生
を送るためには、生涯を通じて学び、活動できる環境づくりが必要です。
このため、美しく豊かな自然や地場産業、地域の人材などの教育資源を生かし、地域に根ざ

した特色ある学校教育を推進するとともに、町民の自主的な学習活動や文化活動、スポーツ活
動の一層の活発化を促す取り組みをさらに進めていく必要があります。

   5 地域産業の維持と新たな展開、交流人口の増加　 

地域産業が非常に厳しい状況にある中、本町においても、各産業を取り巻く情勢は厳しく、
産業分野の満足度が低くなっています。しかし、産業振興は、地域の活性化にとって必要不可
欠な要素であり、柔軟かつ果敢に挑戦していかなければなりません。
このため、独特の地場産品や観光・交流資源を持つ町としての特性を生かし、農業や水産業、

商工業の維持と新たな展開、交流人口の増加に向けた取り組みを行い、足腰の強い地域産業の
育成を進めていく必要があります。

   6 協働のまちづくりと行財政改革の推進　 

地方の自立が求められる中、限られた財源を有効に活用し、将来にわたって自立・持続的可
能な町を創造していくためには、地域における多様な主体の力を結集するとともに、行財政運
営のさらなる効率化を進め、自立力を強化していくことが必要です。
このため、町民や町民団体、民間企業等の参画と協働を一層促進し、知恵と力を合わせた協

働のまちづくりを進めていくとともに、行財政運営のあり方を常に点検・評価しながら、さら
なる行財政改革を進めていく必要があります。
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1第 章 美浜町が目指す姿

1 将来像
将来像は、本町が令和12年度（2030年度）に実現すべき姿を内外に示すものであり、

それは、美浜町らしさをより一層生かしたまちづくりの象徴となるものです。
序論に基づき、将来像を以下のとおり定めます。

災害をはじめとするあらゆる危機に強いまちづくり、新
たな時代を力強く生き抜く人づくり、将来にわたって持
続できる足腰の強い地域産業の育成を進めます。

強 く

子どもからお年寄りまで、町民一人ひとりの健康や暮ら
しを尊重し、人に優しいまちづくり、みんなが支え合い
助け合いながらともに生きるまちづくりを進めます。

優しく

町の宝である美しく豊かな自然環境や自然景観を大切に
守り育て、次代に引き継ぐまちづくり、自然と共生する
美しく快適な生活環境づくりを進めます。

美しい

海と緑に彩られた
強く優しく美しいまち　美浜町
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2 人口の目標

人口の目標については、平成27年度（2015年度）に策定した「美浜町人口ビジョン」
に基づき、以下のとおりとします（国勢調査ベース）。
なお、「美浜町人口ビジョン」では、長期的な展望のもと、令和42年（2060年）に、
5,000人程度の確保を目指すこととしており、本計画の目標年度である令和12年度（2030
年度）の人口の目標については、その過程の数値となっています。

令和12年度（2030年度）の人口の予測値と目標値

予測値：6,264人
目標値：6,525人

長期的な人口の予測値と目標値（人口ビジョンより）

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

令和7年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

令和22年
（2040年）

令和27年
（2045年）

令和32年
（2050年）

令和37年
（2055年）

令和42年
（2060年）

予測値 7,480 7,164 6,709 6,264 5,824 5,391 4,955 4,516 4,096 3,703
目標値 7,480 7,206 6,849 6,525 6,212 5,907 5,617 5,372 5,166 5,004
注1）予測値は、国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠した推計による。
注2）目標値は、合計特殊出生率と社会動態を望ましい値に設定した町独自の推計による。
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2第 章 計画の体系と方針

1 計画の体系
将来像の実現に向けた新たな計画の体系を、アンケート調査の結果等を踏まえて以下

のとおり定めます。

1
安心・安全で美しい
生活環境のまち

2
人に優しい
健康・福祉のまち

3
発展を支える
生活基盤が整ったまち

4
人を育む
教育・文化のまち

5
足腰の強い
地域産業のまち

6
ともに生き、
ともにつくるまち

■ 消防・防災
■ 交通安全・防犯・消費生活
■ 環境保全

■ 煙樹ヶ浜の松林
■ 廃棄物処理
■ 上・下水道

■ 健康支援
■ 高齢者支援
■ 障害者支援

■ 子育て支援
■ 地域福祉

■ 土地利用
■ 道路

■ 情報化・技術革新
■ 住宅環境、定住・移住

■ 学校教育
■ 社会教育

■ 文化芸術・文化財
■ スポーツ

■ 農業
■ 水産業

■ 商工業
■ 観光

■ 人権・男女共同参画
■ コミュニティ

■ 町民参画・協働
■ 行財政運営

分野目標 施策項目
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2 分野目標ごとの方針

（1）安心・安全で美しい生活環境のまち

■ 消防・防災
■ 交通安全・防犯・消費生活
■ 環境保全
■ 煙樹ヶ浜の松林

■ 廃棄物処理
■ 上・下水道

一人の犠牲者も出さないあらゆる災害に強いまちづくりを進めるため、南海ト
ラフ巨大地震への備えをはじめとする消防・防災体制のさらなる強化を進めると
ともに、高齢化の進行など近年の環境変化に対応した交通安全・防犯対策、消費
者対策を推進します。
また、誰もが住みたくなる美しく豊かな環境を創造するため、地球環境の保全
も見据えた環境保全対策や、町の宝である煙樹ヶ浜の松林の保全と活用に向けた
取り組み、循環型社会の形成に向けた廃棄物処理対策、上・下水道施設の適正管
理を推進します。

（2）人に優しい健康・福祉のまち

■ 健康支援

■ 高齢者支援

■ 障害者支援

■ 子育て支援

■ 地域福祉

町民一人ひとりが健康寿命をのばし、長生きできるよう、町民の自主的な健康
づくり活動の促進を基本に、きめ細かな保健サービスの提供を図るとともに、お
年寄りや障害のある人が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、介
護・福祉サービスの充実や社会参加の促進を図ります。
また、子どもを生み育てやすい環境づくりに向け、妊娠から育児までの切れ目
のない子育て支援施策を行うほか、誰もが自分のことととして支え合い助け合う
地域福祉活動の促進に努めます。
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（3）発展を支える生活基盤が整ったまち

■ 土地利用
■ 道路
■ 情報化・技術革新
■ 住宅環境、定住・移住

限られた資源である土地を高度かつ有効に利用していくため、計画的な土地利
用を推進するほか、安全性・利便性の向上に向け、道路や橋梁の整備及び維持管
理を効率的に進めます。
また、これからのまちづくりに必要不可欠な社会基盤として、さらなる情報化
の推進や技術革新の利活用に努めます。
さらに、廃屋対策など定住・移住の基盤となる安心・安全・快適な住宅・住環
境の整備、空き家の活用など定住・移住をサポートする取り組みを推進します。

（4）人を育む教育・文化のまち

■ 学校教育
■ 社会教育
■ 文化芸術・文化財
■ スポーツ

子どもたちが、新たな時代を力強く生き抜く力を身につけ、心身ともに健やか
に育つよう、学校の適正規模化も視野に入れながら、小さいころからの英語教育
の充実やコミュニケーション能力の向上を図るなど、学校教育環境のさらなる充
実を図るとともに、町民一人ひとりが自ら学び、その成果を地域社会づくりに生
かせる学習環境づくりを進めます。
また、町民が生きがいを持ち、豊かで感動に満ちた人生を送ることができるよ
う、町民主体の文化・スポーツ活動の促進や貴重な文化財の保存・活用に向けた
取り組みを進めます。

30



第　

２　

編

基
本
構
想

（5）足腰の強い地域産業のまち

■ 農業
■ 水産業
■ 商工業
■ 観光

本町の主要な地場産業である農業・水産業の維持と新たな展開に向け、生産基
盤の一層の充実や担い手の育成・確保、ブランドの定着、技術革新の導入に向け
た取り組みなど、生産性の向上につながる多面的な支援施策を推進します。
また、地域性に即した商工業の活性化を図るため、商工業事業所の経営の安定
化や製品のPR、起業等を支援していくほか、交流人口・関係人口の増加に向け、
地域資源の一層の充実・活用や広域的連携等により、観光・交流機能の強化を図
ります。

（6）ともに生き、ともにつくるまち

■ 人権・男女共同参画
■ コミュニティ
■ 町民参画・協働
■ 行財政運営

すべての人々の人権が尊重される社会、男女がともにあらゆる分野に参画でき
る社会の形成に向け、意識啓発や条件整備を進めます。
また、支え合い助け合う地域づくり、地域住民自らによる地域課題の解決に向
け、コミュニティの活性化を支援していくとともに、多様な主体と一体となって
まちづくりを進めるため、町民や町民団体、民間企業等の参画と協働を一層促進
します。
さらに、行財政運営の一層の効率化に向け、さらなる行財政改革を推進すると
ともに、広域連携の強化を図ります。

31





3第 編

前期基本計画



第　

３　

編

前
期
基
本
計
画

1第 章
安心・安全で美しい
生活環境のまち

1 消防・防災

近年、火災発生件数は全国的に減少傾向にありますが、火災による死者に占める高
齢者の割合が高まってきており、その安全対策の強化が求められています。
本町の消防体制は、日高広域消防事務組合による広域的な常備消防と、美浜町消防
団による非常備消防とによって構成され、互いに連携しながら地域消防・防災に努め
ています。
しかし、火災発生要因は複雑・多様化し、これらへの対応が求められているほか、
消防団においては、団員確保の困難さや団員の高齢化、施設・設備の老朽化などの問
題がみられ、消防力の低下が懸念されています。
このため、広域的連携のもと、常備消防・救急体制の強化を進めていくほか、消防
団の充実に向けた取り組みを進めていく必要があります。
また、近年、全国各地で大規模な自然災害が相次いで発生し、防災・減災体制の強
化が強く求められています。
本町では、南海トラフ巨大地震の発生予測を踏まえ、また近年の大雨災害を教訓に、
津波対策をはじめとする各種の防災・減災対策を進めてきました。
今後も、「美浜町地域防災計画」等の指針を適宜見直しながら、町民の防災意識の向
上や自主的な防災活動の促進をはじめ、町民及び防災関係機関、行政が一体となった
防災・減災体制を確立し、一人の犠牲者も出さないあらゆる災害に強いまちづくりを
進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

町民や事業者の理解を求めながら、団員（女性消防団員も含む）の確保に努めるとともに、団員の技術の向上に向
けた研修・訓練の実施、消防車両をはじめとする施設・設備の計画的更新を図り、消防団の充実を促進します。

1-1-1 消防団の充実

南海トラフ巨大地震をはじめとする大規模な自然災害に備え、「美浜町地域防災計画」等の指針を適宜見直しながら、
津波避難施設の整備や備蓄品の充実、災害時の情報連絡体制の充実、町民の防災意識の啓発や避難訓練の実施、自主
防災組織の機能強化、防災協定締結の推進、住宅耐震化の推進、災害対策へのドローン※6の活用など、防災・減災体
制の充実を図ります。

1-1-2 防災・減災体制の充実

災害の未然防止に向け、河川の改修や内水排除対策、海岸の整備、急傾斜地の崩壊対策等を県に要請していくほか、
町管理のため池の決壊防止対策を推進します。

1-1-3 治山・治水対策の推進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

防災士資格取得人数 人 41 60

防災協定締結件数 件 34 50

防災重点農業用ため池に係る劣化状況評価
及び地震・豪雨耐性評価件数 件 0 11

防災重点農業用ため池に係る防災工事件数 件 0 6

※6 無人で遠隔操作や自動制御によって飛行できる航空機の総称。
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2 交通安全・防犯・消費生活

近年、交通事故件数は全国的に減少傾向にありますが、高齢者が関連する事故の割
合が高く、その対策が大きな課題となっています。
本町では、御坊警察署や交通安全協会美浜分会、交通指導員会等と連携し、交通安
全教育や啓発活動の推進、交通安全施設の整備等に努めていますが、様々な要因によっ
て交通事故は依然として発生しています。
このため、今後の高齢化の一層の進行も勘案し、各年齢層に応じた交通安全意識の
啓発を一層推進していくとともに、危険箇所の点検を行い、交通安全施設の整備を進
めていく必要があります。
一方、近年、犯罪の認知件数は全国的に減少傾向にありますが、高齢者や子どもを
狙った犯罪や、対象を無差別に狙った犯罪が後を絶たず、犯罪からの安全性の確保が
重視されています。
本町では、御坊警察署や防犯協議会等と連携し、防犯意識の高揚や防犯環境の充実
を図り、犯罪の未然防止に努めていますが、少子高齢化や核家族化等に伴い、地域に
おける犯罪防止機能の低下が懸念されており、防犯意識の高揚や地域における防犯環
境の充実に向けた取り組みを一層推進する必要があります。
また、情報化や技術革新の進展に伴い、消費者を取り巻く環境が大きく変化する中、
特殊詐欺や悪質商法による被害をはじめ、消費者トラブルが後を絶たない状況にあり
ます。
本町では、広域的に設置した日高地域消費生活相談窓口等による消費生活の相談、
広報・啓発活動を行い、消費者対策を推進しています。
しかし、特殊詐欺等の手口はますます巧妙化してきているため、消費者自らがトラ
ブルを防止することができるよう、広報・啓発活動や相談の充実等を進めていく必要
があります。

現状と課題
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主要施策

関係機関・団体と連携し、幼児から高齢者までを対象とした交通安全教育、広報・啓発活動を推進し、町民の交通
安全意識の高揚に努めます。

1-2-1 交通安全意識の高揚

危険箇所の点検を行いながら、カーブミラー等の交通安全施設の整備を図ります。

1-2-2 交通安全施設の整備

関係機関・団体と連携し、防犯に関する行事や広報・啓発活動を推進し、町民の防犯意識の高揚と地域住民による
自主的な防犯活動の促進に努めます。

1-2-3 防犯意識の高揚

犯罪の起こりにくい環境づくりに向け、必要に応じて防犯灯などの設置・改修に努めます。

1-2-4 防犯環境の充実

消費者トラブルの未然防止と発生後の適切な対応に向け、消費生活に関する広報・啓発活動を推進するとともに、
広域的な連携のもと、消費生活相談の充実に努めます。

1-2-5 消費者対策の推進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

消費者対策の広報啓発回数 回 0 12
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3 環境保全

地球温暖化の一層の深刻化、国や地域における様々な環境問題の発生等を背景に、
地球規模で環境保全意識が高まってきています。
本町は、南は太平洋、西は紀伊水道に面し、風光明媚な海岸線を有するとともに、
北部を中心に日高平野を形成する豊かな田園空間等が広がり、海と緑に包まれた美し
く豊かな自然環境・景観を誇ります。
本町ではこれまで、これらの豊かな自然の保護はもとより、町内一斉清掃などの町
民の環境美化運動の促進、環境保全に関する広報・啓発活動の推進、さらには「美浜
町温暖化防止アクションプラン」に基づく公共施設等における温室効果ガスの排出削
減などに努めてきました。
政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュー
トラル※7を実現するという目標を掲げており、今後もより一層、美しく豊かな自然環
境の保全と景観の保護に努め、脱炭素・循環型社会の実現、そして住みよい快適な生
活環境づくりに向け、各種の環境保全対策に取り組む必要があります。

現状と課題

※7 主として人間の活動によって排出される二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスの排出量と、森林や植物が吸収する温
室効果ガスの吸収量が等しくなること。
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主要施策

政府における2050年カーボンニュートラル宣言を踏まえ、カーボンニュートラルに不可欠な豊かな自然環境の保
全に努めるとともに、「美浜町温暖化防止アクションプランⅣ」に基づき、公共施設・設備における節電や低公害車
の導入など、温室効果ガスの排出量の削減に向けた取り組みを行います。

1-3-1 地球温暖化対策の推進

広報・啓発活動の推進を通じて町民の環境保全意識の高揚を図りながら、町内一斉清掃などの環境美化運動をはじめ、
省資源・省エネルギー運動など、町民や事業者の自主的な環境保全活動を促進します。

1-3-2 環境保全意識の高揚と実践活動の促進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

公共施設・設備の温室効果ガス総排出量 kg-CO2 811,199.0 794,656.9

注）「美浜町温暖化防止アクションプランⅣ」では、平成30年度を基準年度として、令和5年度の目標値を定め、温室効果ガスの削減に取
り組んでいる。よって、上記表中の令和元年度（実績値）は平成30年度の実績値であり、令和7年度（目標値）は令和5年度の目標値
を記載している。
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4 煙樹ヶ浜の松林

本町の南部、太平洋に面する「煙樹ヶ浜」には、その名の由来ともなった延長約4.5km、
最大幅約500mにも及ぶ松林が広がり、煙樹海岸県立自然公園の中心を形成してい
ます。
この松林は、台風や塩害から民家や田畑の農作物を守るための潮害防備保安林、心
や体をリフレッシュするための保健保安林としての役割を果たしていますが、それだ
けではなく、本町のシンボルとして全国に発信できる貴重な地域資源でもあります。
しかし、以前から松くい虫による松枯れが大きな問題となっており、その対策とし
て、薬剤の地上散布や樹幹注入、枯れ松の伐倒駆除等を毎年実施するなど、松を守る
ための対策を続けています。
今後は、薬剤の散布などの予防的な手法に加え、松林内の環境整備を行い、植樹・
間伐等の松を育てる取り組みも行いながら、保全していく必要があります。
また、煙樹ヶ浜の松林を町民共通の財産として後世に残していくためには、煙樹ヶ
浜保安林保護育成会等の関係団体と密接に連携しながら、町民参画による松林の保護・
育成に努めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

松くい虫による松枯れ被害の減少に向け、薬剤の地上散布や樹幹注入、枯れ松の伐倒駆除等の防除事業を実施する
ほか、松林全体の環境・景観保全に向け、下草刈りや風倒木の除去、生活支障木の伐採等を行います。

1-4-1 松林の保全対策の推進

松林は町民みんなの財産であるという共通認識を一層浸透させるとともに、松林が持つ潮害防備や保健休養などの
公益的機能の維持・継承といった観点から、煙樹ヶ浜保安林保護育成会を中心に、町民参画による苗の植樹や間伐な
どの保護・育成活動を促進します。

1-4-2 町民参画による松林の保護・育成活動の促進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

松くい虫被害本数 本 1,223 200
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5 廃棄物処理

人々の環境保全意識が一層高まる中、廃棄物の発生抑制とその循環利用を図る循環
型社会の形成が求められています。
本町のごみは、町が収集・運搬し、御坊広域清掃センターにおいて広域的に処理及
びリサイクル等を行っています。
本町ではこれまで、広報・啓発活動の推進や生ごみ処理機（容器）の設置支援、資
源ごみの回収奨励事業などを行い、ごみの分別排出の徹底やごみの減量化・リサイク
ル等の促進に努めてきました。
しかし、ごみの排出量は依然として多く、質的にもますます多様化してきており、
一層の減量化・リサイクル等の促進が求められる状況にあるほか、不法投棄も後を絶
たず、対応の強化が課題となっています。
このため、今まで以上にごみ処理・リサイクル体制の充実を図るとともに、町民の
理解と協力のもと、ごみの減量化やリサイクル等の促進、不法投棄の防止等に一層積
極的に取り組み、循環型の社会づくりを進めていく必要があります。
一方、快適な生活環境と衛生的な生活を維持するためには、円滑なし尿処理も重要
です。
本町におけるし尿の収集・運搬は、許可業者が行っており、処理については、御坊
クリーンセンターにおいて広域的に行っています。
今後も、円滑なし尿収集体制を維持するとともに、広域的な連携のもと、処理体制
の維持・充実に努める必要があります。

現状と課題
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主要施策

広報・啓発活動により、町民のごみの分別意識の向上と適正排出の徹底を推進するとともに、「美浜町一般廃棄物
処理実施計画」に基づき、円滑な収集・運搬に努めます。

1-5-1 ごみの分別排出の徹底と収集体制の充実

生ごみ処理機（容器）の設置支援、資源ごみの回収奨励事業を推進するとともに、使い捨ての社会から循環型社会
の形成を推し進める広報・啓発活動を行い、町民や事業者の3R運動※8を促進します。

1-5-2 3R運動の促進

関係機関や県の環境監視員と連携し、監視・指導体制の強化を図り、監視カメラを有効に活用して不法投棄の防止
に努めます。

1-5-3 ごみの不法投棄の防止

「美浜町一般廃棄物処理実施計画」に基づき、し尿の円滑な収集・運搬に努めます。

1-5-4 し尿の収集体制の充実

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

一般廃棄物（ごみ）発生処理量 t 2,630 2,509

※8 Reduse（リデュース・発生抑制）・Reuse（リユース・再使用）・Recycle（リサイクル・再生使用）運動。

43



第　

３　

編

前
期
基
本
計
画

6 上・下水道

水道は、健康で快適な住民生活や活力ある産業活動に一日も欠かせない重要なライ
フラインです。
本町ではこれまで、町民の水需要に対応し、日高川からの水利使用許可を取得する
とともに、浄水場をはじめとする老朽化した水道施設の計画的な更新を進めてきまし
た。
近年、給水人口の減少やそれに伴う料金収入の減少等により、水道事業を取り巻く
環境は厳しさを増していますが、今後とも安心・安全な水の安定供給を行うため、水
道施設の更新を計画的・効率的に進めていくことが必要です。
一方、下水道は、快適で住みよい居住環境づくりや河川・海域等の公共用水域の水
質汚濁の防止をはじめ、多面的な機能を持ち、人々の生活に大きな役割を果たしてい
ます。
本町ではこれまで、公共下水道、農業集落排水事業、合併浄化槽設置整備事業によっ
て生活排水処理施設の整備を進めてきました。
今後は、居住環境のさらなる向上と公共用水域の水質保全に向け、整備された下水
道施設の適正管理と加入促進に努めるとともに、引き続き合併浄化槽の設置を促進し
ていく必要があります。

現状と課題
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安心・安全な水を安定的に供給するため、水道管をはじめとする水道施設の更新を計画的・効率的に進めます。

1-6-1 水道施設の整備

整備された公共下水道施設・農業集落排水施設の適正な維持管理を図るとともに、広報・啓発活動の推進等により、
公共下水道事業及び農業集落排水事業への加入を促進します。

1-6-2 下水道施設の適正管理と加入促進

公共下水道事業及び農業集落排水事業による整備区域以外の区域においては、引き続き補助を行い、合併浄化槽の
設置を促進します。

1-6-3 合併浄化槽の設置促進

持続可能な下水道事業の運営に向け、公営企業会計への移行を円滑に進めます。

1-6-4 下水道事業の運営体制の充実

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

年間有収率 ％ 93.43 94.00
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2第 章
人に優しい
健康・福祉のまち

1 健康支援

生活習慣病が増加する中、住民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組むことが
できるよう支援することが求められています。
本町ではこれまで、広域で策定した「健康日高21」や「美浜町国民健康保険デー
タヘルス計画」等に基づき、町民一人ひとりが健全な生活習慣を身につけ、健康づく
り活動を主体的に行うことができるよう、各種の保健サービスを提供してきました。
しかし、本町においても高血圧をはじめとする生活習慣病が増加し、生活習慣の改
善が重要な課題になっているほか、少子高齢化が急速に進む中、子どもが健やかに生
まれ育つ環境づくりや、高齢者の介護予防、心の健康づくり、感染症対策の充実など
も求められています。
このため、「健康日高21」や「美浜町国民健康保険データヘルス計画」等の指針の
見直しを適宜行いながら、町民の健康意識の高揚と自主的な健康づくり活動の促進を
基本に、生涯の各期にわたる保健サービスの一層の充実に努める必要があります。
また、医療については、日高郡の中核機能を持ったひだか病院を中心に、独立行政
法人国立病院機構和歌山病院、北出病院、北裏病院の4病院があり、充実した地域と
なっています。

現状と課題
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※9�  内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさることにより、心臓病や脳卒中などになりやすい病態。
※10 自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を

図ることができる人。

主要施策

「健康日高21」等の指針の見直しのもと、関連部門が連携して町民の健康管理意識の啓発を行いながら、「いきいき
百歳体操」をはじめとする町民主体の健康づくり活動を促進します。

2-1-1 町ぐるみの健康づくり活動の促進

「美浜町国民健康保険データヘルス計画」等の指針の見直しのもと、各種健診の充実及び受診率の向上に努めると
ともに、健診後の指導等を積極的に実施し、疾病予防及び重症化予防に努めます。

2-1-2 各種健診・指導等の充実

子育て世代包括支援センターを拠点として、乳幼児健康診査をはじめ、育児に関する健康教育や相談など、関係機
関と連携し、母子保健事業の充実を図ります。

2-1-3 母子保健の充実

新型コロナウイルス感染症をはじめとする各種感染症について、関係機関と連携し、正しい知識の普及・啓発に努
めるとともに、各種予防対策、感染拡大防止対策を推進します。

2-1-4 感染症対策の推進

誰も自殺に追い込まれることのない美浜町の実現に向け、「美浜町自殺対策計画」に基づき、啓発や相談等の充実
を図ります。

2-1-5 自殺対策の推進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

メタボリックシンドローム※9予備軍割合 ％ 9.3 8.0

メタボリックシンドローム該当者割合 ％ 18.2 14.0

ゲートキーパー※10養成人数 人 11 200
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２ 高齢者支援

わが国では、高齢化が急速に進む中、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられるよう、地域包括ケアシステム※11の充実に向けた取り組みを進め
ています。
本町ではこれまで、７期にわたる「美浜町介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計
画」を策定し、介護保険給付サービスの提供や地域支援事業の推進、生活支援のため
の福祉サービスの提供、高齢者の社会参加や生きがいづくりに向けた取り組みなど、
各種の高齢者支援施策を推進してきました。
しかし、今後、本町の高齢化はさらに進むことが予想されており、これに伴い、介
護や支援を必要とする高齢者やひとり暮らしの高齢者、認知症高齢者等の増加が見込
まれ、介護予防や重度化防止の取り組み、認知症高齢者が安心して暮らせる地域づく
り、社会参加や生きがいづくりの支援など、高齢者支援の充実は引き続きまちづくり
の重要課題となっています。
このような中、本町では令和２年度（2020年度）に、これまでの取り組みの成果
と課題を踏まえ、「美浜町第８期介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画」を策定
しました。
今後は、この計画に基づき、また見直しを行いながら、地域包括ケアシステムの充
実に向けた各種施策・事業を計画的に推進し、すべての高齢者が健康で生きがいを持
ち、安心して暮らし続けられるまちづくりを進めていく必要があります。

現状と課題

※11 予防・介護・医療・生活支援・住まいなどのサービスが一体的に提供されるしくみ。
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主要施策

高齢者が積極的に社会参加し、生きがいを持って充実した生活を送ることができるよう、老人クラブ活動や学習活動、
世代間交流活動の支援、シルバー人材センターの活動支援に努めます。

2-2-1 高齢者の社会参加・生きがいづくりの促進

介護保険対象外の生活上の支援が必要な高齢者を対象に、配食サービスや外出支援事業をはじめとする高齢者福祉
サービスの提供を図ります。

2-2-2 高齢者福祉サービスの提供

介護保険制度の適正な運営に努めるとともに、高齢者ができるだけ介護・支援が必要な状態にならないよう、また、
必要な方が適切な介護サービスを受けられるよう、各種介護予防サービス・介護サービスの提供体制の充実を図ります。

2-2-3 介護保険サービスの提供

介護予防・生活支援サービス事業と一般介護予防事業からなる介護予防・日常生活支援総合事業をはじめ、地域包
括支援センターの運営や在宅医療・介護連携の推進、認知症施策の推進、生活支援体制整備を行う包括的支援事業、
介護給付費の適正化や家族介護の支援のための取り組みを行う任意事業からなる地域支援事業を推進します。

2-2-4 地域支援事業の推進

見守り体制の充実や支援者の育成・確保、関係機関と連携した認知症の早期発見・予防・重度化の防止に向けた取
り組みなど、認知症対策を推進します。

2-2-5 認知症対策の推進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

要支援・要介護認定を受けていない
高齢者の割合 ％ 83.0 83.0
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3 障害者支援

障害のある人が自立した地域生活を送れるようにするためには、身近な地域におい
て、保健・医療・福祉などの総合的な支援を効果的に受けることができる環境づくり
が必要です。
本町ではこれまで、広域的な連携のもと、「日高圏域障害者プラン（障害者計画・
障害福祉計画・障害児福祉計画）」を策定し、障害者に対する理解の促進や障害福祉
サービスの提供、社会参加の促進に向けた取り組みの推進など、障害者の自立支援を
基本とした各種施策を推進してきました。
しかし、近年、障害者の高齢化や障害の重度化・重複化、介護者の高齢化が進み、
将来の生活に不安を抱いている家庭も少なくないほか、就労についても非常に厳しい
状況にあり、障害者支援の充実が求められています。
このような中、令和２年度（2020年度）に、これまでの取り組みの成果と課題を
踏まえ、「日高圏域障害者プラン（障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画）」を
改訂しました。
今後は、この計画に基づき、また見直しを行いながら、障害者一人ひとりのニーズ
を踏まえたきめ細かな施策・事業を推進し、障害者が自立し、住み慣れた地域で自分
らしくいきいきと暮らせる環境づくりを進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

障害者が安心して地域生活を継続できるよう、広域的な連携のもと、居宅介護（ホームヘルプサービス）をはじめ、
居宅での生活や日中の活動等を支援する各種障害福祉サービスの提供体制の充実を促進するほか、各種手当の支給や
医療費の助成などの経済的支援を行います。

2-3-1 障害者の生活支援の充実

広域的な連携のもと、就労に関する訓練サービスの提供体制の充実をはじめ、紀中障害者就業・生活支援センター
の活用、相談・情報提供の充実等により、障害者の就労を支援します。

2-3-2 障害者の就労の支援

障害者や障害に対する町民の理解を深め、差別や偏見をなくし、誰もが支え合いながらともに生きる社会を実現す
るため、広報・啓発活動などを推進します。

2-3-3 障害者に対する理解の促進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

福祉施設から地域生活への移行者数 人 0 1

福祉施設から一般就労への移行者数 人 1 5
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4 子育て支援

わが国では、出生数の減少に歯止めがかからず、少子化がさらに進んでいます。ま
た、核家族化の進行や共働き世帯の増加、地域における人と人とのつながりの希薄化
等により、家庭や地域の子育て機能の低下が懸念されています。
本町では、平成20年度（2008年度）に幼保連携型認定こども園「ひまわりこども
園」を開設したほか、平成21年度（2009年度）には「美浜町次世代育成支援地域行
動計画」を、平成26年度（2014年度）には「美浜町子ども・子育て支援事業計画」
を策定し、保育サービスの充実や子どもの放課後対策の推進、母子の健康の確保に向
けた取り組み、子育て世帯への経済的支援の推進など、各種の子育て支援施策を推進
してきました。
今後も少子化が進むことが予想されますが、こうした子育て支援の取り組みは、少
子化の歯止めや幸せな家庭生活の実現はもとより、町の魅力やイメージを向上させ、
定住・移住の促進につながるものとして、本町のまちづくりにとって一層重要なもの
となることが見込まれます。
このような中、本町では令和元年度（2019年度）に、これまでの取り組みの成果
と課題を踏まえ、「第2期美浜町子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。
今後は、この計画に基づき、また見直しを行いながら、妊娠期から子育て期まで、
子どもの成長段階に合わせた切れ目のない支援を行い、若い世代が安心して子どもを
生み、健やかに育てていくことができる環境づくりをさらに進めていく必要がありま
す。

現状と課題
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主要施策

保育サービスや学童保育の充実、子育てに関する相談・情報提供等を行う地域子育て支援拠点事業の推進、一時預
かり事業の推進など、各種の子育て支援サービスの充実を図ります。さらに、子育て世帯の需要に応じた、通常保育（認
定こども園）の受入枠の見直しを図ります。

2-4-1 地域の子育て支援体制の充実

親子の健康が確保され、子どもが心身ともに健やかに生まれ育つよう、関係機関と連携し、妊婦健康診査や乳児家
庭全戸訪問事業等を実施します。

2-4-2 親子の健康の確保・増進

ひとり親家庭や障害児の自立支援に向けた取り組みの推進、児童虐待防止対策の充実など、支援が必要な親子も含め、
すべての親子に対する支援を実施します。

2-4-3 すべての親子に対する支援の実施

関係機関・団体や広域で行う各種婚活イベントに関する情報提供など、独身男女の結婚を支援する取り組みを行い
ます。

2-4-4 結婚の支援

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

保護者が園職員に子どもに関する相談が
気軽にできる割合 ％ 94.9 100.0
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5 地域福祉

少子高齢化や核家族化、価値観の多様化等に伴い、全国的に家庭の介護力や地域で
支え合い助け合う機能の低下が進んでいます。このような状況の中、多様化する生活
課題に対応していくためには、公的な取り組みだけではなく、地域住民や団体等が自
分のこととして自主的に参画する地域福祉のしくみをつくり上げ、地域共生社会※12

の実現を目指していくことが必要です。
本町では、社会福祉協議会が町民の福祉意識の啓発やボランティアの発掘・育成、
地域における福祉体制づくりを行っているほか、民生委員・児童委員や各種団体等が
地域に密着した活動を展開しています。
このような中、本町では平成30年度（2018年度）に、実情に即した地域福祉を総
合的・計画的に進めるため、「美浜町地域福祉計画」を策定しました。
今後は、この計画に基づき、また見直しを行いながら、地域における町民・団体の
つながりを一層強化し、より多くの主体の地域福祉活動への参画を促し、地域全体で
支え合い助け合う地域共生社会をつくり上げていく必要があります。

現状と課題

※12 制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」、「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」
として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生き
がい、地域をともにつくっていく社会。
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主要施策

町民が必要とするサービスや福祉関連の法制度等に関する情報提供の充実に努めるとともに、学校における人権（福
祉）教育の推進、町民への福祉に関する学習・活動機会の提供等により、地域における福祉人材の発掘・育成に努め
ます。

2-5-1 地域福祉の関心と人材を育むしくみづくり

地域における町民同士の交流機会の充実やボランティア活動の活性化に向けた取り組みの推進、社会福祉協議会の
活動支援に努めるとともに、地域ぐるみの見守り体制や災害時の安心体制、日常生活を支援する体制の構築に努めます。

2-5-2 地域でつながり、支え合うしくみづくり

誰もが日常生活や社会生活に不便を感じることなく暮らせるよう、バリアフリー化※13を進めるとともに、福祉サー
ビス等の利用者の権利擁護に関する施策の充実に努めます。

2-5-3 地域で心豊かに暮らせるしくみづくり

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

地域共生社会の実現に向けた
第2層協議体数（包括的な支援体制の整備） 協議体 13 30

年間指導計画に基づき
人権（福祉）教育を実施する学校数 校 3 3

※13 誰もが暮らしやすくなるよう、道路の段差の解消をはじめ、物理的・精神的な障壁（バリア）をなくす（フリー）こと。
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3第 章
発展を支える
生活基盤が整ったまち

1 土地利用

土地は、現在及び将来にわたって限られた資源であり、人々の生活や産業活動を支
える共通の基盤であることから、自然環境の保全を図りつつ、地域の様々な条件に配
慮しながら、高度かつ有効に利用していくことが必要です。
本町は、和歌山県のほぼ中央部、日高川河口右岸から海岸線に沿って展開する町で、
東西に細長い形をしており、東西約9km、南北約2.5km、総面積は12.77km2となっ
ています。
また、本町では、総面積の17.6％にあたる225haが都市計画区域に指定されてい
ます。
本町ではこれまで、計画的な土地利用を推進してきましたが、社会環境が大きく変
化する中で、農業の振興や豊かな自然環境・景観の維持に向けた農地・森林の保全が
求められているほか、一方では、住宅地の確保や魅力ある市街地環境の整備など、人
口減少の歯止めや町の活性化に向けた土地利用を進めていくことも大きな課題となっ
ています。
今後は、こうした本町の課題や社会環境の変化等を十分に踏まえ、土地利用関連計
画の見直しを検討していくとともに、これらに基づく適正な規制・誘導を行い、計画
的な土地利用を進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

本町の最重要課題である人口減少の抑制につながる土地利用に向け、「美浜町都市計画マスタープラン」や「美浜
町農業振興地域整備計画」等の土地利用関連計画の見直し・総合調整を検討していきます。

3-1-1 土地利用関連計画の見直しの検討

適正な土地利用を促進するため、土地利用関連法・関連計画に関する情報提供や適切な運用を図ります。

3-1-2 適正な土地利用の促進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

美浜町都市計画マスタープランの改訂件数 件 0 1

美浜町農業振興地域整備計画の改訂件数 件 0 1
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2 道路

道路は、住民の日常生活や地域の産業・経済活動、人々の交流を支える重要な社会
基盤です。
本町の道路網は、県道4路線（御坊由良線、日高港線、日の岬公園線、柏御坊線）
と町道405路線によって構成されており、これまで県道の整備を促進するとともに、
町道の計画的な整備を進めてきました。
県道については、交通量の増加や車両の大型化などが進む中、安全性・利便性の向
上に向け、拡幅や歩道の設置が求められています。
町道については、全体的に幅員が狭い道路が多く、その改善を図り、安全性の確保
に努めるとともに、橋梁の計画的な修繕を行い、長寿命化を図ることが求められてい
ます。
このような状況を踏まえ、今後は、高齢化のさらなる進行も見据えた、より安全で
便利な道路網の形成に向け、県道の整備を要請していくほか、町道及び橋梁の整備・
維持補修を計画的・効率的に進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

安心・安全・便利な道路網の形成に向け、各地区からの要望を踏まえつつ、町道の整備・維持補修を計画的・効率
的に推進します。

3-2-1 町道の整備

橋梁については、5年ごとに定期的な点検を実施するとともに、これに基づく適切な修繕を行い、安全性の確保と
長寿命化を図ります。

3-2-2 橋梁の長寿命化

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

5年ごとの定期点検実施橋梁数 橋 0 38
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3 情報化・技術革新

スマートフォンやタブレット端末※14などの情報通信機器の普及、SNS※15の利用拡
大などにより、情報通信環境はさらに向上し続けているほか、ロボットやAI、IoT
なども生活に身近なものとなってきており、Society�5.0といわれる新たな社会が到
来しようとしています。
本町では、民間通信事業者によって情報通信基盤の整備が進められ、町全域で高速・
大容量のインターネットの利用が可能な状況となっているほか、行政内部においても、
庁内におけるネットワークの構築や国・県のネットワークへの接続、事務の効率化に
向けた各種システムの導入、ホームページの作成・活用等に努めてきました。
近年では、社会保障・税番号制度※16の導入に伴い、個人情報・行政情報の適正管

理や行政事務の効率化を図るとともに、情報セキュリティ対策※17の強化などに取り
組んできました。
今後、こうした情報化や技術革新は、町民の日常生活や産業・経済活動、そして地
域の活性化にこれまで以上に大きな役割を果たすことが予想されることから、行政内
部の情報化の一層の推進をはじめ、さらなる情報化や技術革新の利活用に向けた取り
組みを進めていく必要があります。

現状と課題

※14 スマートフォンより大きく操作しやすい板状の携帯用端末。
※15 ソーシャルネットワーキングサービス。共通の趣味を持つ人たちとの交流を目的としたサービスの総称。
※16 国民一人ひとりに12桁のマイナンバー（個人番号）が通知され、平成28年1月から、社会保障、税、災害対策の行政

手続で利用されている。
※17 データの改ざんや破壊、情報の漏えい、ウイルスの感染などがなされないよう、必要な安全対策を行うこと。
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主要施策

事務のさらなる効率化と質の高いサービスの提供に向け、これまでに導入した各種システムの維持・更新、新たな
システムの導入を計画的に推進するほか、ホームページの内容充実及び有効活用を図ります。

3-3-1 さらなる情報化の推進

安心・安全に情報環境を利用できるよう、情報セキュリティ対策の強化を適宜進めていきます。

3-3-2 情報セキュリティ対策の強化

新たな社会（Society�5.0）づくりに向け、本町のまちづくりにおけるロボットやAI、IoTなどの導入の可能性に
ついて検討していきます。

3-3-3 未来技術の導入に関する検討

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

メール配信サービス登録者数 人 1,329 1,500
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4 住宅環境、定住・移住

快適で安心・安全な住宅・住環境の確保は、人々が豊かな暮らしを営むための基本
であり、定住・移住を促進する最も重要な要素です。
本町の町営住宅は、和田B団地が18戸、和田C団地が18戸、和田大浜団地が36
戸の合計72戸となっています。
本町ではこれまで、町営住宅の老朽化対策等を行いながら住宅需要に対応してきま
したが、和田大浜団地については、現在、新規の募集を停止しており、将来的には用
途廃止・解体とする予定です。
今後は、和田B・C団地の長寿命化を進めていく必要があります。
一方、住宅・宅地の提供については、民間事業者による分譲等がそのほとんどです
が、近年は新規の宅地化・住宅建設は停滞傾向にあり、その対策を模索していく必要
があります。
また、本町では、人口減少の抑制に向けた定住・移住促進施策として、県の「わか
やま空き家バンク」に参加し、空き家情報の収集と提供に努めているほか、耐震改修
補助事業により、古家の現地建替えを促進していますが、今後とも、これらの事業を
継続して実施するとともに、相談体制の充実やプロモーション活動の推進など効果的
な取り組みを推進し、転入者の増加につなげていくことが必要です。
なお、空き家について、利活用可能な空き家以外の、地域住民の生活環境に悪影響
を及ぼす恐れのある空き家や廃屋等については、令和元年度（2019年度）に策定し
た「美浜町空家等対策計画」に基づき、適切な措置を行う必要があります。

現状と課題
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主要施策

和田B・C団地について、予防保全的な修繕等を行い、長寿命化を図るとともに、和田大浜団地について、順次用
途廃止・解体を行います。

3-4-1 町営住宅の長寿命化及び用途廃止・解体

県の「わかやま空き家バンク」や耐震改修補助事業の周知・活用促進により、定住・移住希望者の住宅の確保に努
めるほか、移住相談体制の充実や、多様な情報媒体・機会を利用した戦略的な町のプロモーション活動の展開を図り
ます。

3-4-2 定住・移住促進施策の推進

地域住民の生活環境に悪影響を及ぼす恐れのある空き家や廃屋等について、「美浜町空家等対策計画」に基づき、
助言・指導や勧告などの適切な措置に努めます。

3-4-3 廃屋対策の推進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

町の相談窓口を経由した転入者数 人 2 50
（5年間計）
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4第 章
人を育む
教育・文化のまち

1 学校教育

子どもたちが心身ともにたくましく育ち、明日を担う人材として成長していくうえ
で、学校教育の果たす役割は極めて大きなものがあります。
現在、本町には、幼保連携型認定こども園「ひまわりこども園」、松原小学校、和
田小学校、松洋中学校があります。
本町ではこれまで、校舎の耐震化や空調設備の設置、ICT※18環境の整備をはじめ

とする学校施設・設備の整備を計画的に推進し、子どもたちの学習環境の充実を進め
てきたほか、確かな学力・豊かな心・健やかな体などの「生きる力」の育成に向けた
教育内容の充実などを進めてきました。また、平成30年度（2018年度）には、「地
域とともにある学校づくり」を目指し、コミュニティ・スクール※19の取り組みを開
始しています。
しかし、今後、情報化や技術革新、グローバル化の一層の進展をはじめ、社会環境
はさらに大きく変化していくことが予想されており、予測が困難な社会の中で力強く
生き抜く力を育成していくことがこれまで以上に求められています。
このため、安心・安全・快適な教育環境づくりに向け、学校施設・設備の整備充実
や学校の適正規模化の検討を進めるとともに、「生きる力」を育むための教育内容の
一層の充実やコミュニティ・スクールの充実など、明日を担う人材の育成に向けた総
合的な取り組みを進めていく必要があります。

現状と課題

※18 情報通信技術。
※19 学校運営協議会制度。学校と地域・保護者が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにあ

る学校」を目指すためのしくみ。
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※20 コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身につけさせる教育。

主要施策

安心・安全な教育環境づくりに向け、学校施設・設備の整備充実を図るとともに、小学校の適正規模化について検
討していきます。

4-1-1 学校施設・設備の整備充実と適正規模化の検討

認定こども園・小学校・中学校の連携強化、指導体制の充実のもと、「生きる力」を育むための教育内容の充実を
図ります。特に、社会環境の変化や本町の特性・課題等を踏まえ、認定こども園での英語教育の実施、プログラミン
グ教育※20などの ICT教育の推進、基礎学力の定着と思考力・判断力・表現力の育成、町の豊かな自然や農・水産業、
人材などの教育資源を生かした特色ある教育の充実などに努めます。

4-1-2 教育内容の充実

コミュニティ・スクールの取り組みについて、町民への周知や取り組みを支える人材の確保・育成等を進め、一層
の充実を図ります。

4-1-3 コミュニティ・スクールの充実

支援を必要とする児童・生徒に対し、個別の教育支援計画（つなぎ愛シート）を作成するとともに、関係機関との
連携を図り、きめ細やかな切れ目のない支援を実施します。

4-1-4 特別支援教育の推進

防犯ブザーの配布や関係団体によるパトロール活動の促進、防災メールの発信体制の充実などにより、登下校時等
の児童・生徒の安全対策を推進します。

4-1-5 安全対策の推進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

学校は楽しいと思う児童・生徒の割合 ％ 94.4 100.0

児童・生徒の学習者用端末1人1台の整備割合 ％ 0.0 100.0

4・5歳児の英語教育の実施回数 回／週 1 1

3歳児の英語教育の実施回数 回／週 0 1

65



第　

３　

編

前
期
基
本
計
画

2 社会教育

すべての人々が、生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習す
ることができる生涯学習社会の形成が求められています。
本町では、町民の幅広い学習ニーズに応えるため、公民館や図書館を拠点に、様々
な講座・教室等を開催しているほか、学習情報の提供や社会教育団体の活動支援等に
努めています。
しかし、社会環境が大きく変化する中、各世代における学習課題はますます多様化・
高度化してきており、これらへの対応が求められているほか、講座・教室等への参加
者の高齢化・固定化といった状況もみられ、より多くの町民が自ら学び、活動し、充
実した人生を送るとともに、その成果が住みよい地域社会づくりに生かされる学習環
境づくりが求められています。
また、読書活動は、人生をより深く生きる力を身につけていくうえで欠かせないも
のであり、活字離れや読書離れが進む中、読書活動の促進が求められています。
今後は、このような状況を踏まえ、公民館や図書館などの学習関連施設の適正管理・
機能強化に努めるとともに、時代変化や町民ニーズを常に把握しながら、特色ある学
習機会の提供や関係団体の活動支援等を行い、総合的な学習環境づくりを進めていく
必要があります。

現状と課題
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主要施策

常に社会環境の変化や各世代の学習ニーズを的確に把握するとともに、学習成果の地域社会づくりへの還元を見据え、
特色ある講座・教室等の開催を図ります。

4-2-1 特色ある学習機会の提供

図書館について、町民ニーズに即した蔵書の充実、学校図書室との連携強化、魅力ある図書館事業の企画・実施を
図り、利用を促進します。

4-2-2 図書館の充実

町民の自主的な学習活動を促進するため、社会教育団体の活動支援に努めます。

4-2-3 社会教育団体の活動支援

青少年育成町民会議の機能強化を進めるとともに、自然体験事業や研修会などの青少年の健全育成に向けた取り組
みを促進します。

4-2-4 青少年の健全育成

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

公民館講座数 講座 7 10

図書館事業数 事業 3 3

自然体験事業数 事業 2
（台風の影響により内1事業中止） 2
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3 文化芸術・文化財

文化芸術は、豊かな心を育むとともに、人と人とが互いに理解し尊重し合う機会を
提供するものであり、住民生活の向上や活力ある地域社会の形成に重要な役割を果た
しています。
本町では、文化協会が中心となって、公民館等の施設を利用して多種・多様な文化
芸術活動が行われています。町では、これら文化団体の自主的な活動を支援している
ほか、文化協会と連携し、文化展や芸能発表会などの文化事業を開催しています。
今後とも、心豊かな生活の確保と文化の香り高いまちづくりに向け、より多くの町
民が気軽に文化芸術にふれ、楽しみ、活動の成果を発表することができる環境づくり
を進めていく必要があります。
一方、文化財は、長い歴史の中で生まれ、受け継がれてきたものであり、地域住民
のかけがえのない財産です。
本町には御﨑神社の姥目の老樹をはじめとする県指定の文化財が4件、町指定の文
化財が6件あります。
本町では、これらの文化財の保存を進めているほか、歴史的な資料等を郷土資料館
において展示していますが、施設の老朽化が激しく、大規模改修などの今後のあり方
について検討を進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

町民の自主的な文化芸術活動を促進するため、文化協会や加盟団体の活動支援を行います。

4-3-1 文化団体の活動支援

文化協会と連携し、文化展や芸能発表会等の内容充実を図り、町民の参加を促進するほか、町民ニーズを踏まえた
魅力ある文化事業の展開に努めます。

4-3-2 文化芸術の鑑賞機会と発表機会の充実

歴史文化遺産の保存・継承に多くの町民の理解と協力を得られるよう情報提供や啓発に努めるとともに、郷土資料
館の大規模改修などの今後のあり方について検討していきます。

4-3-3 文化財の保存・活用

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

文化展開催回数 回 1 1
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4 スポーツ

スポーツは、健康づくりや体力の向上、ストレスの解消に役立つだけでなく、爽快
感や達成感、他者との連帯感など、精神的な充足をもたらすものであり、人々の生活
に欠かせないものです。
本町では、体育協会が中心となって、各スポーツ施設を利用して多様なスポーツ活
動が行われています。町では、これらスポーツ団体の自主的な活動を支援しているほ
か、体育協会と連携し、各種スポーツ大会等を開催しています。
スポーツ施設としては、体育センターや吉原公園（テニスコート・ゲートボール場）、
第1・2若もの広場のほか、小・中学校の体育施設があり、活発に利用されています。
しかし、近年、健康志向の高まりなどに伴い、町民のスポーツニーズはますます多
様化してきているとともに、一方では、スポーツ活動への参加者の高齢化・固定化と
いった状況もみられることから、より多くの町民がそれぞれの年齢や体力に応じたス
ポーツ活動に親しめる環境づくりが必要となっています。

現状と課題
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主要施策

老朽化への対応や安全性の向上、利用しやすい環境づくりに向け、各スポーツ施設・設備の改修等を計画的に推進
します。

4-4-1 スポーツ施設の整備充実

町民の自主的なスポーツ活動を促進するため、体育協会や加盟団体、スポーツ少年団の活動支援に努めます。

4-4-2 スポーツ団体の活動支援

研修会の開催等を通じ、スポーツ推進委員などの指導者の育成・確保に努めます。

4-4-3 指導者の育成・確保

体育協会やスポーツ推進委員と連携し、多様なスポーツ活動の普及に努めます。特に、年齢や体力にかかわらず誰
もが気軽に楽しめるニュースポーツの普及に努めます。

4-4-4 スポーツ活動の普及促進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

各種スポーツ大会数 大会
12

（内2大会は新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止）

12
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5第 章 足腰の強い地域産業のまち

1 農業

国際情勢が大きく変化し、わが国の農業を取り巻く環境は厳しさを増しています。
本町の農業は、野菜と米の生産が中心となっており、特に、特産品であるキュウリ
については、煙樹ヶ浜の松葉堆肥で育てた「松野菜（松とまと、松きゅうり、松いち
ご）」としてブランド化に取り組まれています。
本町ではこれまで、主要な地場産業である農業の振興に向け、関係機関・団体と連
携し、農地や農道、用排水施設などの農業生産基盤の整備や担い手の育成、「松野菜」
のブランド化に向けた取り組みをはじめ、様々な施策を推進してきました。
しかし、農業情勢の厳しさは本町においても例外ではなく、町全体の人口減少や少
子高齢化の進行とも相まって、農家数の減少や農業者の高齢化、後継者不足、これら
に伴う耕作放棄地の増加など、解決すべき課題が山積しています。
このような状況に対応するためには、行政による多様な農業振興施策の推進とあわ
せ、農業者自らがわが国の農業情勢を的確に把握し、積極的かつ主体的に農業に取り
組む環境づくりを進める必要があります。
このため、明日の美浜農業を支える多様な担い手の育成・確保を進めるとともに、
農業生産基盤の整備、生産性の向上等につながる生産技術の導入やスマート農業※21

の促進、「松野菜」の一層のブランド化の促進、さらには有害鳥獣対策の強化などに
努める必要があります。

現状と課題

※21 ロボット技術や ICTを活用し、省力化・精密化や高品質生産等を推進している新たな農業のこと。
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主要施策

関係機関・団体と連携し、農地の集積や経営指導の強化等により、明日の美浜農業を支える認定農業者の育成・確
保を図るとともに、農業後継者及び新規就農者の確保対策を推進します。

5-1-1 多様な担い手の育成・確保

土地条件の一層の向上に向け、関係機関と連携して基盤整備事業を行い、農地や農道、用排水施設の整備・改修を
進めるとともに、耕作放棄地の発生防止と解消に向けた支援施策を推進します。

5-1-2 農業生産基盤の整備

農産物の生産性の向上、農作業の省力化・低コスト化に向け、効率的な生産技術・機械施設等の導入を支援するほか、
技術革新を利活用したスマート農業の促進に努めます。

5-1-3 生産性の向上、省力化・低コスト化の支援

「松野菜」について、関係機関・団体と一体となって、生産性の向上、省力化・低コスト化はもとより、高品質化
や販路の拡大等に向けた支援を行い、一層のブランド化を促進します。

5-1-4 「松野菜」の一層のブランド化の促進

関係機関・団体と連携し、加工特産品の開発・販売など農業の6次産業化※22に向けた取り組みを支援します。

5-1-5 農業の6次産業化に向けた取り組みの支援

有害鳥獣による農産物の被害を防止するため、猟友会等と連携し、有害鳥獣対策の強化を図ります。

5-1-6 有害鳥獣対策の強化

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

スマート農業導入経営体数 経営体 0 10

圃場整備面積 ha 0 10

※22 第1次産業が、生産だけにとどまらず、加工品の製造・販売やサービスの提供など、第2次産業や第３次産業まで踏み込むこと。
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２ 水産業

わが国の漁業・養殖業の生産量は、昭和59年（1984年）をピークに減少を続け、
現在ではピーク時のおよそ３割となっており、水産業は非常に厳しい状況にあります。
本町では、農業とともに水産業も主要産業の位置を占めており、古くから紀伊水道
の豊かな漁場を生かした沿岸漁業が営まれてきました。
現在、紀州日高漁業協同組合美浜町支所と三尾漁業協同組合の２つの漁業協同組合
が中心となっており、一本釣りやアワビ等の採貝漁業、イセエビの刺し網漁業などが
行われています。
本町ではこれまで、関係機関・団体と連携し、漁港の整備をはじめ、蓄養施設や燃
油施設、製氷施設などの各種施設の整備を促進するなど、水産業の維持に向けた支援
を行ってきましたが、水産業を取り巻く環境が厳しさを増す中で、漁獲量の減少や魚
価の低迷、漁業従事者の高齢化、これらに伴う漁業経営体の減少が進んでいます。
今後は、こうした厳しい状況を踏まえ、関係機関・団体と連携し、資源管理型漁業
の再構築等に向けた取り組みを進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

漁業従事者の安全性・作業効率の向上を図るため、関係機関と連携して漁業関連施設の整備・改修を進めます。

5-2-1 漁業生産基盤の充実

資源管理型漁業の再構築に向け、増殖場の造成や藻場※23の再生に向けた事業など、漁業資源の維持に向けた取り組
みの支援を行います。

5-2-2 漁業資源の維持に向けた取り組みの支援

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

漁業振興事業実施地区数 地区 0 2

海藻群落再生面積 m2 0 200

※23 魚類をはじめとする水産生物の産卵場や隠れ場等となる海藻・海草が繁茂している場所。
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3 商工業

人口減少の進行や大型店の進出等に伴う購買力の流出などを背景に、既存の地域商
業の衰退が深刻化し、全国的にその対策が大きな課題となっています。
本町の商業は、小売業を主体に営まれていますが、小規模個人経営が大部分を占め
ており、隣接する御坊市への大型店の進出や消費者ニーズの多様化・高度化等を背景
に購買力の流出が勢いを増し、高齢化や後継者不足とも相まって、取り巻く環境は一
層厳しさを増しています。
このため、商工会の運営支援を行いながら、これと連携し、商店個々の経営の安定
化、サービスの向上等を促進していく必要があります。
一方、工業は、地域活力の向上や雇用の場の確保に直結する重要な産業です。
本町の工業は、製造業が中心となっていますが、地方の経済が依然として低迷を続
ける中で、取り巻く情勢は厳しさを増しつつあります。
このため、商工会と連携し、既存事業所の経営の安定化や新規創業等を目指した取
り組みを進めていく必要があります。

現状と課題
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主要施策

商工業振興の中心的な役割を担う商工会の運営を支援し、各種活動の活発化を促進します。

5-3-1 商工会の運営支援

各種融資制度の周知や町が設けている支援制度の拡充を図り、その活用を促すとともに、商工会と連携した情報提
供や助言・指導等を行い、商工業経営の安定化・活性化を促進します。

5-3-2 商工業経営の安定化・活性化の促進

商工会をはじめ関係機関・団体と連携し、新規創業や第二創業※24を支援していきます。

5-3-3 新規創業等の支援

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

新規創業・第二創業件数 件 0 10

※24 すでに事業を営んでいる中小企業等において、後継者が先代から事業を引き継いだ場合に、業態転換や新事業・新分野に進出すること。
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4 観光

新型コロナウイルス感染症の影響により、観光関連産業は大きな打撃を受け、非常
に厳しい状況に置かれています。
本町には、太平洋に面する煙樹ヶ浜の松林一帯をはじめ、その中にある煙樹海岸キャ
ンプ場や吉原公園、西山ピクニック緑地、さらには、地方創生事業としてカナダミュー
ジアムやレストラン、ゲストハウスが近年オープンした「アメリカ村」など、独特の
観光・交流資源があります。
しかし、日帰り客がほとんどを占めているほか、観光・交流資源についても、観光
客が年間を通して繰り返し訪れたいと思える魅力ある観光基盤としての活用は必ずし
も十分とはいえない状況にあります。
今後は、観光振興による町全体の産業・経済の活性化、観光・交流から移住への展
開、関係人口の増加も見据えながら、地域資源の一層の充実・活用や広域的連携等に
より、観光・交流機能の強化を進めていくことが必要です。

現状と課題
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主要施策

煙樹海岸キャンプ場や吉原公園、西山ピクニック緑地、「アメリカ村」などの観光・交流拠点について、観光・交
流人口の増加や地方創生に向けた施設・設備等の整備充実・機能強化を進め、有効活用に努めます。

5-4-1 観光・交流拠点の充実・活用

関係機関・団体や地域住民と協働し、優れた自然資源や豊富な農水産資源を生かした体験・滞在型観光を推進します。

5-4-2 体験・滞在型観光の推進

広域的な連携のもと、日高圏域一体となった観光振興に取り組むほか、由良町・日高町との連携のもと、風光明媚
な海岸道路である県道御坊由良線を軸とした観光振興事業を推進します。

5-4-3 広域的な観光振興体制の充実

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

教育旅行の誘致件数（年間） 件 0 10

観光・交流拠点施設の充実件数 件 0 1

観光入込客数 人 25,000 29,000
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6第 章
ともに生き、
ともにつくるまち

1 人権・男女共同参画

誰もがお互いの個性や多様性を尊重し、支え合いながらともに生きる社会の実現が
求められていますが、同和問題をはじめ、子どもや障害者、高齢者に対する虐待、イ
ンターネットを悪用した人権侵害、性的マイノリティー※25に対する固定観念、さら
には新型コロナウイルス感染者に対する差別など、様々な課題が存在しています。
本町では、こうした課題を解決し、一人ひとりの人権が尊重される社会を実現する
ため、人権尊重推進委員会とともに様々な場や機会をとらえて人権啓発等を行ってい
ますが、今後とも、これらの取り組みを効果的かつ継続的に推進していくことが必要
です。
また、男女が、性別にかかわりなく、対等な立場で、社会のあらゆる分野における
活動に参画することができる男女共同参画社会の形成が求められています。
本町においても、男女共同参画の重要性を踏まえ、平成28年度（2016年度）に「美
浜町男女共同参画計画」を策定し、広報紙への「男女共同参画ひとくちメモ」の掲載
などによる意識啓発の推進や審議会等への女性の登用をはじめ、男女がともに活躍で
きる環境づくりを進めてきましたが、十分な環境が整っているとはいえない状況にあ
ります。
今後は、こうした状況を踏まえ、様々な場や機会を通じた教育・啓発の推進をはじ
め、幅広い分野への男女の共同参画を促す具体的な取り組みを進めていく必要があり
ます。

現状と課題

※25 同性愛者・両性愛者・性同一性障害者などの性的少数者。
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主要施策

広報紙を活用した人権啓発の推進や人権教育講演会の開催、啓発グッズの配布、学校における人権学習の推進など、
様々な場や機会を通じ、人権教育・啓発を効果的・継続的に推進します。

6-1-1 人権教育・啓発の推進

広報紙の活用や学校における男女平等教育をはじめ、様々な場や機会を通じ、性別による固定的な役割分担意識の
解消や男女平等意識の醸成に向けた教育・啓発を推進します。

6-1-2 男女共同参画に向けた教育・啓発の推進

政策や方針を決定する場への男女の参画を促すための審議会等への女性の積極的な登用、ワーク・ライフ・バラン
ス※26の実現に向けた事業所への啓発、DV※27などの暴力の防止に向けた啓発や相談等に努めます。

6-1-3 男女共同参画の環境整備

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

審議会等の女性割合 ％ 16.5 25.0

人権教育講演会参加者数 人 150 150

※26 仕事と生活の調和。
※27 Domestic�Violenceの略。配偶者・パートナーからの暴力。　
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2 コミュニティ

全国的に身近な地域で支え合う機能の低下やコミュニティの弱体化・崩壊が懸念さ
れていますが、少子高齢化が進み、また大規模な自然災害が相次いで発生する中、地
域でお互いに支え合い助け合うことの重要性が再認識されてきています。
本町では、12の自治会が組織されており、身近な地域課題の解決や地域活性化に
向けた様々なコミュニティ活動を行っているほか、行政との連携のもとに自主防災組
織として防災活動を行っています。
しかし、本町においても、人口減少や少子高齢化の進行、価値観の多様化等に伴い
全体的に活動が停滞傾向にあり、将来にわたって持続可能なコミュニティの形成が求
められています。
このため、町民のコミュニティ意識の啓発をはじめ、コミュニティ助成事業の活用
や集会施設の改修など、コミュニティの再生と創造に向けた取り組みを積極的に進め
ていく必要があります。

現状と課題

82



第　

３　

編

前
期
基
本
計
画

主要施策

コミュニティ活動の先進事例やコミュニティ活動の重要性等に関する情報提供や啓発活動を推進し、町民のコミュ
ニティ意識の高揚に努めます。

6-2-1 コミュニティ意識の高揚

コミュニティ活動の活性化を支援するため、関係機関と連携し、コミュニティ助成事業の活用を図るほか、活動の
拠点である集会施設の改修等を行います。

6-2-2 コミュニティ活動への支援

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

コミュニティ助成事業の活用件数 件 2 7
（5年間計）
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3 町民参画・協働

社会環境が大きく変化する中、ますます高度化・多様化する行政課題に的確に対応
しながら、自立した自治体をつくり上げ、将来にわたって持続させていくためには、
住民や住民団体、民間企業等と行政とが情報を共有し、役割を分担しながら、協働し
てまちづくりを進めていくことが重要です。
本町では、広報紙やホームページ、区長会等を通じた広報・広聴活動を行い、町民
への行政情報の提供や町民の意見の反映に努めるとともに、町政おはなし出張講座を
開催し、町民へのまちづくりに関する学習機会の提供に努めています。
また、住民懇談会の開催や審議組織の設置、アンケート調査の実施等により、各種
行政計画の策定への町民参画を促進しています。
しかし、町民等が主体的にまちづくりに参画・協働するための環境整備はまだまだ
十分とはいえず、今後は、これまでの取り組みをさらに充実・発展させながら、多様
な主体がともに公共を担うまちづくりを目指していくことが必要です。

現状と課題
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主要施策

広報紙やホームページ、防災行政無線、メール配信サービス等を通じた広報活動の充実に努めるとともに、区長会
等の開催に加え、新たな取り組みを検討・推進し、広聴活動の充実に努めます。

6-3-1 広報・広聴活動の充実

町民にまちづくりに関する学習機会を提供し、まちづくり意識と知識の向上を促すため、町民からの要望に基づき、
町政おはなし出張講座を適宜開催します。

6-3-2 まちづくりに関する学習機会の提供

各種行政計画の策定や見直し、各種イベントの企画・開催、公共施設の管理・公共サービスの提供等への町民や町
民団体、民間企業等の参画・協働を一層促進するしくみづくりを進めます。

6-3-3 多様な分野における町民等の参画・協働の促進

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

ホームページ等の閲覧件数 件／月 9,300 15,000

町政おはなし出張講座開催回数 回 19 25

85



第　

３　

編

前
期
基
本
計
画

4 行財政運営

地方分権・地方創生も新たな段階に入り、これからの自治体には、自らの地域の未
来を自らが決め、具体的な取り組みを自ら実行していく力が一層強く求められます。
本町ではこれまで、限られた経営資源で最大の効果を上げる行財政運営を目指し、
平成27年度（2015年度）に策定した「第7次美浜町行政改革大綱」及び「第7次美
浜町行政改革実施計画」に基づき、行政改革を積極的に推進し、着実に成果を上げて
きました。
しかし、今後は、人口減少や少子高齢化の一層の進行、新型コロナウイルス感染症
の影響による景気の悪化をはじめとする社会環境の変化に伴い、行政ニーズはこれま
で以上に増大・多様化していく一方で、さらに厳しい財政運営を迫られることが予想
されます。
このような中、これまでの行政サービスを維持しながら、自立可能なまちづくりを
進めていくためには、行財政運営のあり方を常に点検・評価し、一層の効率化を進め
ていく必要があります。
このため、令和２年度(2020年度）に策定した「第8次美浜町行政改革大綱」及び

「第8次美浜町行政改革実施計画」に基づき、人材育成の推進や事務事業等の見直し
をはじめ、さらなる行政改革を計画的に推進していくとともに、効果的・効率的な財
政運営に向けた取り組みを進めていくことが必要です。
また、財源の確保や財政負担の軽減に向け、ふるさと納税の有効活用や公共施設等
の総合的な管理を進めていくとともに、効率的な行財政運営の推進と町民サービスの
向上に向け、近隣自治体と連携した広域行政を推進していくことも必要です。

現状と課題
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主要施策

職員研修の実施による人材育成の推進、事務事業等の見直し、持続可能な財政構造の実現や町民サービスの向上に
向けた取り組みなど、行政改革を計画的に推進します。

6-4-1 行政改革の推進

経費全般の節減はもとより、自主財源の確保に向けた取り組みを推進するとともに、財政状況の分析・公表を行い
ながら、重要度や緊急度等を総合的に勘案してメリハリのある財源配分を行い、効果的・効率的な財政運営を推進し
ます。

6-4-2 効果的・効率的な財政運営の推進

ふるさと納税や企業版ふるさと納税の取り組みを効果的に推進し、まちづくりの財源として有効に活用していくと
ともに、関係人口の増加につなげていきます。

6-4-3 ふるさと納税の有効活用

財政負担の軽減と将来を見据えた最適な配置に向け、「美浜町公共施設等総合管理計画」及び「個別施設計画」に
基づき、公共施設等の総合的・計画的な管理を推進します。

6-4-4 公共施設等の総合的な管理の推進

効率的な行財政運営の推進と町民サービスの向上に向け、近隣自治体と連携し、一部事務組合等による既存の広域
施策・共同事業を効果的に推進するとともに、新たな広域施策について検討していきます。また、大学などの外部機
関との連携を推進します。

6-4-5 広域連携の強化

数値目標

目標名 単位 令和元年度
（実績値）

令和 7年度
（目標値）

ふるさと納税受入額 千円 142,859 1,000,000

他団体との連携件数 件 2 5

87





資　　料



�● 第６次美浜町長期総合計画策定住民懇談会委員

NO. 氏　名 所　属　団　体　等

1 磯　部　良　太 美浜町商工会青年部

2 稲　葉　喜　宣 美浜町人権尊重推進委員会

3 井　本　秀　之 美浜町民生委員児童委員協議会

4 上　田　收　司 美浜町区長会

5 狩　谷　実　男 美浜町農業委員会

6 小　薮　清　信 美浜町環境美化推進委員会

7 田　中　愼太郎 社会福祉協議会

8 谷　村　耕　三 美浜町消防団

9 田　渕　浩　子 美浜町母子保健推進員会

10 出　口　和　幸 美浜町教育委員会

11 西　垣　哲　雄 煙樹ヶ浜保安林保護育成会

12 橋　本　健　治 美浜町商工会

13 濵　口　宗五郎 美浜町老人クラブ連合会

14 山　田　知　代 子育て世代

15 山　見　茂　二 紀州日高漁業協同組合美浜町支所

16 山　本　浩　司 美浜町身体障害者福祉連盟

(敬称略・50音順 )

【住民懇談会開催年月日】
　第１回　令和２年３月３日
　第２回　令和２年８月７日から８月31日（意見記入票の配付・回収）
　　　　　（新型コロナウイルス感染症の影響による書面会議）
　第３回　令和２年10月１日
　第４回　令和２年10月27日
　第５回　令和３年１月12日
　第６回　令和３年２月９日
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